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2025 年 5 月 1 日 

診療ガイドライン・手引き・指針 

平成16年  日本呼吸器学会 特発性間質性肺炎 診断と治療の手引き（執筆協力者） 

平成17年 日本呼吸器学会 ALI/ARDS診療のためのガイドライン第一版（執筆者） 

平成18年 日本呼吸器学会 NPPVガイドライン（執筆者） 

平成19年 
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会・日本呼吸器学会 呼吸リハビリテ

ーションマニュアル−患者教育の考え方と実践−（執筆者） 

平成20年  日本呼吸器学会 気管支肺胞洗浄法の手引き（執筆者） 

平成23年 
日本呼吸器学会 特発性間質性肺炎 診断と治療の手引き 改訂第 2 版 

（執筆者） 

平成27年 日本呼吸器学会 NPPVガイドライン改定第 2版（執筆者） 

平成28年 
日本呼吸器学会 特発性間質性肺炎 診断と治療の手引き 改訂第 3 版 

（執筆者） 

平成29年  日本呼吸器学会 気管支肺胞洗浄法の手引き改訂第2版（執筆者） 

平成29年 日本呼吸器学会・日本呼吸管理学会 酸素療法ガイドライン（執筆者） 

令和2年 
日本呼吸器学会・日本リウマチ学会 膠原病に伴う間質性肺疾患 診断・治

療指針(作成委員会委員長) 

令和3年  
日本呼吸器学会・日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 非がん性呼吸器

疾患緩和ケア指針 2021：作成委員 

令和4年  
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 呼吸器疾患患者のセルフマネジ

メント支援マニュアル：(作成委員) 

令和4年  日本呼吸器学会 肺胞蛋白症診療ガイドライン2022：(作成委員) 

令和4年  

日本呼吸器学会 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業「び

まん性肺疾患に関する調査研究」班 監修 特発性肺線維症の治療ガイド

ライン2023 (作成委員) 

令和5年  

日本呼吸器学会 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業「び

まん性肺疾患に関する調査研究」班 監修 特発性肺線維症の治療ガイドラ

イン2023 (作成委員) 

令和6年  
日本結核・非結核性抗酸菌症学会 結核診療ガイドライン2024：(ガイドラ

イン統括委員) 

令和7年 
日本呼吸器学会・日本リウマチ学会 膠原病に伴う間質性肺疾患 診断・

治療指針 2025（委員長） 
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令和7年 
日本呼吸器学会 肺病変を有する肺高血圧症診療ガイドライン 2025（作成

委員） 

令和7年 日本呼吸器学会 薬剤性肺障害の診断・治療の手引き 2025（委員） 

2011年 

An Official ATS/ERS/JRS/ALAT Statement: Idiopathic Pulmonary Fibrosis: 

Evidence-based Guidelines for Diagnosis and Management ：特発性肺線維

症に関する国際ガイドライン作成委員 

2017年 

An International Working Group Report.：Acute Exacerbation of Idiopathic 

Pulmonary Fibrosis: An International Working Group Report. 2017： 特発

性肺線維症の急性増悪に関する国際的な専門家グループの報告書執筆者 

 

１ 著    書 

著書№ 1    

 

《著 書》 

1) 谷口博之，近藤康博，生田順也，松本修一，木村智樹，吉田光伸，滝文男，鈴木隆二

郎，高木健三 吸入ステロイド療法との関連 難治病態とアラキドン酸カスケード

（メディカルトリビューン） 日本アクセル・シュプリンガー出版 P. 31-33 1995 

2) 谷口博之，近藤康博，横井豊冶 呼吸器疾患 3：間質性肺炎−急性増悪の臨床− 最

新内科学大系 プログレス 11 中山書店 P. 206-216 1997 

3) 谷口博之，近藤康博  原因不明の間質性肺炎「急性間質性肺炎」 呼吸器疾患最新の

治療 1988-2000（工藤翔二，中田紘一郎，貫和敏博／編）南江堂 P. 227-229 1998 

4) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 呼吸器救急での基本的治療手技 1. 蘇生と

気道確保 呼吸器病レジデントマニュアル 第 3 版（石原享介，谷口博之／編）医学

書院 P.160-166 2000 

5) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 呼吸器救急での基本的治療手技 2. 血管確

保 呼吸器病レジデントマニュアル 第 3 版（石原享介，谷口博之／編）医学書院 

P.167-169 2000 

6) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 呼吸器救急での基本的治療手技 3. 初期酸

素療法 呼吸器病レジデントマニュアル 第 3 版（石原享介，谷口博之／編）医学書

院 P.170-174 2000 

7) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 呼吸器救急での基本的治療手技 4. 人工呼

吸器の初期設定 呼吸器病レジデントマニュアル 第 3 版（石原享介，谷口博之／編）

医学書院 P.175-191 2000 

8) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 呼吸器救急での基本的治療手技 呼吸器病

レジデントマニュアル 5. 循環管理（カテコールアミンの使用法）第 3 版（石原享

介，谷口博之／編）医学書院 P.192-196 2000 
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9) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 呼吸器救急での基本的治療手技 6. 緊急気

管支鏡検査 呼吸器病レジデントマニュアル 第 3 版（石原享介，谷口博之／編）医

学書院 P.197-199 2000 

10) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 呼吸器救急での基本的治療手技 7. 胸腔ド

レナージ 呼吸器病レジデントマニュアル 第 3 版（石原享介，谷口博之／編）医学

書院 P.200-202 2000 

11) 近藤康博 非侵襲的陽圧人工呼吸の基礎 基礎から学ぶ呼吸療法（編著・磨田裕）メ

ヂカルフレンド社 P. 70-73 2001 

12) 三河健一郎，谷口博之，近藤康博，山本影三，中川拓 両側スリガラス影を呈し，

急性呼吸不全に陥った 1 例 症例からせまる呼吸器病学（宮城征四郎／監）ライフ・

サイエンス P. 42-49 2003 

13) 谷口博之，近藤康博  各論 1 章：特発性間質性肺炎［3］特発性間質性肺炎各論 4. 

AIP びまん性肺疾患の臨床 診断・管理・治療と症例 第 3 版（板谷光則，長井苑

子，北市正則，ほか／編）金芳堂 P. 96-103 2003 

14) 近藤康博，谷口博之 ARDS の治療 ARDS の呼吸管理 人工呼吸関連肺炎の診断と

治療 別冊 医学のあゆみ ARDS のすべて P. 276-281 2004 

15) 近藤康博，谷口博之 ARDS の治療 ARDS の呼吸管理 ARDS における NPPV 別

冊 医学のあゆみ ARDS のすべて P. 282-286 2004 

16) 近藤康博，谷口博之 呼吸器疾患の治療手技 非侵襲的陽圧換気の適応と実際 呼吸

器疾患 最新の治療 2004-2006（工藤翔二，中田紘一郎，貫和敏博／編）南江堂 P. 

112-118 2004 

17) 近藤康博（作成委員）特発性間質性肺炎 診断と治療の手引き（日本呼吸器学会びま

ん性肺疾患診断・治療ガイドライン作成委員会／編）南江堂 2004 

18) 谷口博之，近藤康博，西山理 1 呼吸器 3. 特発性間質性肺炎（IIPs）内科学レビ

ュー 2005 最新主要文献と解説 （酒井紀／監）総合医学社 P. 12-21 2005 

19) 近藤康博［執筆協力］ALI／ARDS 診療のためのガイドライン（社団法人日本呼吸器

学会 ARDS ガイドライン作成委員会／編）社団法人日本呼吸器学会／秀潤社  

2005 

20) 谷口博之，近藤康博，長谷川隆一 人工呼吸と人工呼吸療法 人工呼吸療法 呼吸療

法テキスト 改訂第 2 版（日本胸部外科学会，日本呼吸器学会，日本麻酔科学会合同

呼吸療法認定士認定委員会／編）克誠堂出版 P. 159-170 2005 

21) 近藤康博 2.COPD 急性増悪 実践 NPPV これでわかる NPPV の実際（竹田晋浩

／編著）克誠堂出版 P. 13-25 2005 

22) 近藤康博 8.気管支喘息 実践 NPPV これでわかる NPPV の実際（竹田晋浩／編

著）克誠堂出版 P. 69-78 2005 
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23) 近藤康博 7 章 NPPV トラブルシューティングと合併症対策 NPPV マニュアル 

非侵襲的陽圧換気療法（大井元晴，鈴川正之／編）南江堂  2005 

24) 谷口博之／監修，近藤康博／編著，以下執筆者 50 音順：有薗信一，伊藤美由紀，伊

藤実紀乃，植村佳絵，宇野光子，小川智也，小野薫，小山田信子，勝野晋哉，木村智

樹，佐藤七美子，中村直人，西山理，長谷川隆一，水野大介，山田三枝，吉川公章，

渡辺文子 ナースが取り組む COPD チームケアガイド（近藤康博／編著）メディカ

出版 2006 

25) 近藤康博（委員）NPPV（非侵襲的陽圧換気療法）ガイドライン（日本呼吸器学会ガ

イドライン作成委員会／編）南江堂 2006  

26) 近藤康博（執筆協力者）酸素療法ガイドライン（日本呼吸器学会肺生理専門委員会 日

本呼吸管理学会 酸素療法ガイドライン作成委員会／編）メディカルレビュー社 

2006  

27) 小川智也，渡邉文子, 有薗信一，谷口博之, 近藤康博 1.代表的な疾患に対する呼

吸リハビリテーション (3) 間質性肺炎 包括的呼吸リハビリテーション〈２〉臨床

編  2007 

28) 近藤康博（執筆協力者） 呼吸リハビリテーションマニュアル−患者教育の考え方と

実践−（日本呼吸ケア・リハビリテーション学会呼吸リハビリテーション，日本呼吸

器学会ガイドライン施行管理委員会，日本リハビリテーション医学会診療ガイドライ

ン委員会，日本理学療法士協会呼吸リハビリテーションガイドライン作成委員会／編）

照林社 2007 

29) 近藤康博，片岡健介，谷口博之 間質性肺炎の呼吸管理  エキスパートの呼吸管理 

中外医学社 P. 340-345 2008 

30) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C.呼吸器救急での基本的治療 4.人工呼吸

器の初期設定 呼吸器病レジデントマニュアル 第 4 版（石原享介，谷口博之，藤田

次郎／編）医学書院 P. 188-205 2008 

31) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 C.呼吸器救急での基本的治療 6.緊急気管

支検査 呼吸器病レジデントマニュアル 第 4 版（石原享介，谷口博之，藤田次郎／

編）医学書院 P. 213-215 2008 

32) 近藤康博 第 2 章 呼吸器救急の実際 F.びまん性肺疾患 1.特発性間質性肺炎（原

因不明の間質性肺炎） 呼吸器病レジデントマニュアル 第 4 版（石原享介，谷口博

之，藤田次郎／編）医学書院 P. 340-357 2008 

33) 近藤康博 第2章 呼吸器救急の実際 F.びまん性肺疾患 6.膠原病関連肺疾患 呼

吸器病レジデントマニュアル 第 4 版（石原享介，谷口博之，藤田次郎／編）医学書

院 P. 385-392 2008 
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34) 近藤康博，富井啓介，小倉高志，泉孝英／司会 ［座談会］COPD 診療の実際 最新

医学：別冊［新しい診断と治療の ABC 1］慢性閉塞性肺疾患 改訂第２版 P. 51-

60 2008 

35) 近藤康博，谷口博之 II.各疾患の BAL 所見 B.間質性肺炎 1.特発性間質性肺炎 c.

特発性器質化肺炎（COP） 気管支肺胞洗浄（BAL）法の手引き（日本呼吸器学会び

まん性肺疾患学術部会，厚生労働省難治性疾患克服研究事業びまん性肺疾患調査研究

班／編）克誠堂出版 P. 61-64 2008 

36) 近藤康博，谷口博之 II.各疾患の BAL 所見 B.間質性肺炎 1.特発性間質性肺炎 d.

急性間質性肺炎（AIP） 気管支肺胞洗浄（BAL）法の手引き（日本呼吸器学会びま

ん性肺疾患学術部会，厚生労働省難治性疾患克服研究事業びまん性肺疾患調査研究班

／編）克誠堂出版 P. 64-65 2008 

37) 近藤康博，谷口博之 II.各疾患の BAL 所見 B.間質性肺炎 1.特発性間質性肺炎 e.

剥離性間質性肺炎（DIP），呼吸細気管支炎に伴う間質性肺疾患（RB-ILD） 気管支

肺胞洗浄（BAL）法の手引き（日本呼吸器学会びまん性肺疾患学術部会，厚生労働省

難治性疾患克服研究事業びまん性肺疾患調査研究班／編）克誠堂出版 P. 66-68 

2008 

38) 近藤康博，谷口博之 II.各疾患の BAL 所見 B.間質性肺炎 1.特発性間質性肺炎 f.

リンパ球性間質性肺炎（LIP） 気管支肺胞洗浄（BAL）法の手引き（日本呼吸器学

会びまん性肺疾患学術部会，厚生労働省難治性疾患克服研究事業びまん性肺疾患調査

研究班／編）克誠堂出版 P. 68-69 2008 

39) 近藤康博，谷口博之 II.各疾患の BAL 所見 B.間質性肺炎 8.他のびまん性疾患 a.

特発性肺線維症の急性増悪 気管支肺胞洗浄（BAL）法の手引き（日本呼吸器学会び

まん性肺疾患学術部会，厚生労働省難治性疾患克服研究事業びまん性肺疾患調査研究

班／編）克誠堂出版 P. 85-87 2008 

40) 近藤康博 COPD 急性増悪 実践ＮＰＰＶ―これでわかるＮＰＰＶの実際 改訂第

2 版（坂本篤裕／監修）克誠堂出版 P. 14-25 2009 

41) 加藤景介，近藤康博，谷口博之 III．診断（鑑別診断とその鑑別のポイント） ICT

のための人工呼吸器関連肺炎のマネジメント（相馬一亥／編）医薬ジャーナル社 P. 

21-25 2009 

42)  近藤康博 13. アレルギー疾患 アレルギー性気管支肺アスペルギルス症  今日の

治療指針（山口徹・北原光夫・福井次矢／総編集）医学書院 P. 597 2009 

近藤康博 初級・入門編 13 呼吸リハの対象疾患 現場の疑問に応える 呼吸リ

ハビリ徹底攻略 Q&A（塩谷隆信，高橋仁美／編著）中外医学社 P. 63-68 2009 
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43) 近藤康博，谷口博之 IV. 間質性肺疾患の病態と治療マニュアル A. 特発性間質性肺

炎 4. 急性間質性肺炎（AIP） 間質性肺疾患診療マニュアル（久保惠嗣，藤田次郎

／編）南江堂 P. 199-203 2010 

44) 加藤景介，近藤康博 ７．迅速診断法 人工呼吸器関連肺炎のすべて（志馬伸朗／編）

南江堂 P. 139-142 2010 

45) 近藤康博，谷口博之 別冊・医学のあゆみ 最新 ARDS のすべて 第 6 章 ARDS

の治療 ［ARDS の呼吸管理］ 53 ARDS における NPPV ，307-312，2010． 

46) 近藤康博．今日の診療のためにガイドライン外来診療 2012 Ⅱ専門医の管理・治療

が必要な疾患のガイドライン 呼吸器疾患 1.特発性間質性肺炎、日経メディカル開

発、394-397、2012 

47) 近藤康博、片岡健介、谷口博之．疾患の病因と病態 特発性肺線維症における多面的評

価．Annual Review 呼吸器 2013 中外医学社，131-139，2013． 

48) 近藤康博 5 呼吸器疾患 特発性間質性肺炎 今日の治療指針 医学書院, 305-306, 

2013 

49) 近藤康博，長谷川隆一、谷口博之 "Ⅴ.各種の呼吸不全に対する人工呼吸と集中

ケア 喘息患者の急性増悪時の人工呼吸と集中ケア" 人工呼吸器と集中ケアQ&A 

総合医学社 P. 188 2014・3 

50) 近藤康博．今日の治療方針 2015 特発性肺線維症，医学書院，328-330，2015． 

51) 谷口博之，近藤康博（作成委員）．NPPV(非侵襲的陽圧換気療法）ガイドライン （編

集日本呼吸器学会 NPPV ガイドライン作成委員会），南江堂，2015． 

52) 谷口博之，近藤康博，片岡健介，松田俊明、他．新呼吸器専門医テキスト （日本呼

吸器学会編集），南江堂，2015． 

53) 近藤康博．呼吸器病レジデントマニュアル 第 5 版 第 2 章 呼吸器救急の実際 6.

緊急気管支鏡検査，医学書院，249-251，2015． 

54) 近藤康博．呼吸器病レジデントマニュアル 第 5 版 第 2 章 呼吸器救急の実際 4.

人工呼吸器の初期設定，医学書院，220-238，2015． 

55) 近藤康博．呼吸器病レジデントマニュアル 第 5 版 第 2 章 呼吸器救急の実際 C 

呼吸器救急での基本的治 3 初期酸素療法．医学書院，220-219，2015． 

56) 近藤康博．呼吸器病レジデントマニュアル 第 5 版 第 3 章 主な呼吸器疾患の診断

と治療 7.膠原病関連肺疾患，医学書院，522-530，2015． 

57) 近藤康博．呼吸器病レジデントマニュアル 第 5 版 第 3 章 主な呼吸器疾患の診断

と治療 2.好酸球増多性肺疾患，医学書院，479-484，2015． 

58) 近藤康博 5 呼吸器疾患 今日の治療指針好酸球性肺炎 福井次矢、高木誠、小室一成

総編集 今日の治療指針 2017 2017 年 1 月 P312-313 医学書院、東京 
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59) 近藤康博 2 NPPV の知識と実技 4-①ウィーニングの要件と進め方 急性期 NPPV

ハンドブック 鈴川正之、丸川征四郎監修 2017 年 1 月 P112-114 急性期 NPPV

研究会、東京 

60) 近藤康博、横山俊樹 5 効果的な新人教育 近藤先生の講義ノート 急性期 NPPV

ハンドブック 鈴川正之、丸川征四郎監修 2017 年 1 月 P296-311 急性期 NPPV

研究会、東京 

61) 横山俊樹、近藤康博 Ⅶその他の呼吸器疾患 第 2 章 ス急性呼吸窮迫症候群

(ARDS) 川名明彦、江口研二編集、副島研造、関順彦編集協力 呼吸器疾患―最新の

薬物療法―２ 感染症 免疫アレルギー びまん性肺疾患ほか 2017 年 1 月 

P233-239 克誠堂出版、東京 

62) 近藤康博, 鈴木淳, 富貴原淳. 【III BAL の治療応用】 B. BAL の治療応用（肺胞蛋白

症以外）. 気管支肺胞洗浄（BAL）法の手引き 改訂第 3 版. 日本呼吸器学会びまん性

肺疾患学術部会, 厚生労働省難治性疾患制作研究事業びまん性肺疾患に関する調査研

究班 編. 2017 年 10 月 P188-190 克誠堂出版、東京. 

63) 片岡健介，近藤康博．症例から考える難治性びまん性肺疾患―病態と最新治療戦略．

急性増悪期の病態，医学書院，2018． 

64) 近藤康博、片岡健介. ファーマナビゲーターDIC 編（改訂版）Chapter 5 特発性肺

線維症（IPF），メディカルビュー社，234-249，2019. 

65) 近藤康博 今日の治療指針 2019 年版 特発性肺線維症 医学書院 319－320，2019 

66) 近藤康博 編集委員，査読委員. 新呼吸器専門医テキスト改訂第 2 版，南江，2020 

67) 近藤康博（委員）．日本呼吸器学会・日本呼吸ケア・リハビリテーション学会合同 非

がん性呼吸器疾患緩和ケア指針 2021 作成委員会編．「非がん性呼吸器疾患緩和ケア

指針 2021」，メディカルレビュー社 2021． 

68) 近藤康博，呼吸器病レジデントマニュアル第 6 版 3 主な呼吸器疾患の診断と治療 

F びまん性肺疾患 1 特発性間質性肺炎（原因不明の間質性肺炎），医学書院，362-

377，2021. 

69) 近藤康博，呼吸器病レジデントマニュアル第 6 版 3 主な呼吸器疾患の診断と治療 

F びまん性肺疾患 12 進行性線維化を伴う間質性肺疾患（PF-ILD），医学書院，437-

440，2021. 

70) 近藤康博．【最新主要文献とガイドラインでみる呼吸器内科学レビュー 2022-'23】

(III 章)間質性肺疾患 特発性肺線維症・間質性肺疾患の急性増悪．呼吸器内科学レビ

ュー，総合医学社，104-111，2021． 

71) 近藤康博（責任編集委員・執筆者）、片岡健介（執筆者）．特発性間質性肺炎 診断と

治療の手引き 2022 改訂第 4 版 南江堂，2022． 
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72) 近藤康博（作成委員）．肺胞蛋白症診療ガイドライン 2022 メディカルレビュー社, 

2022 

73) 近藤康博 PF-ILD（進行性線維化を伴う間質性肺疾患） PF-ILD の診断と治療 間

質性肺炎のみかた、考え方 喜舎場朝雄編著 中外医学社, 2022． 

74) 近藤康博 膠原病に伴う間質性肺疾患 今日の治療指針 医学書院 vol 65 P311-312, 

2023 

75) 横山俊樹、近藤康博 侵襲的人工呼吸とウィーニング 呼吸器疾患最新の治療 2023-

2024 南江堂 P120-123, 2023 

76) 近藤康博．特発性肺線維症の治療ガイドライン 2023 改訂第 2 版 作成委員 南江

堂，2023 

77) 近藤康博．必携 内科医のための臓器移植診療ハンドブック，２肺移植 2 拒絶反応を

疑う臨床所見と検査，ぱーそん書房，127-128，2023. 

78) 花岡正幸、須田隆文、近藤康博 他 急性呼吸窮迫症候群 改訂新版 重篤副作用疾

患別対応マニュアル 4 P201-239 日本医事情報センタ 2023 年 3 月 

79) 花岡正幸、須田隆文、近藤康博 他 薬剤性好酸球性肺炎 改訂新版 重篤副作用疾

患別対応マニュアル 4 P241-260 日本医事情報センター 2023 年 3 月 

80) 花岡正幸、須田隆文、近藤康博 他 肺胞出血 改訂新版 重篤副作用疾患別対応マ

ニュアル 4 P261-281 日本医事情報センター 2023 年 3 月 

81) 花岡正幸、須田隆文、近藤康博 他 胸膜炎、胸水貯留 改訂新版 重篤副作用疾患

別対応マニュアル 4 P283-302 日本医事情報センター 2023 年 3 月 

82) 近藤康博．呼吸器内科学レビュー2024-’25（監修 弦間昭彦） Ⅲ章 間質性肺疾患 16. 

特発性肺線維症・間質性肺炎の急性増悪 P97-103, 総合医学社，東京 2023 年 11

月 

83) 近藤康博 ガイドライン統括委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会編集 結核診療

ガイドライン 2024 南江堂．東京 2024 年 4 月 

 

《総 説》 

1) 谷口博之，近藤康博，松本浩平，高木健三 特集／間質性肺疾患 BOOP  綜合臨

床 42：2690-2695 1993 

2) 谷口博之，近藤康博，生田順也 成人喘息の管理における吸入療法 吸入ステロイド

療法と気道過敏性 Therapeutic Research 16：45-48（2815-2818） 1995 

3) 谷口博之，近藤康博，生田順也 特集／症例から学ぶびまん性肺疾患の治療 

AIP(Acute Interstitial Pneumonia)の概念と治療 治療の最前線 2：21-25 1995 

4) 谷口博之，近藤康博，生田順也 ARDS の臨床 Seminar「ARDS と周辺病態」 

7.ARDS と肺炎—病因論・予防・治療  臨床医 21：33-35（1791-1793） 1995 
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5) 谷口博之，近藤康博，生田順也 臨床経過表からみた成人病の薬物療法−特発性間質

性肺炎− 臨床成人病 25：1462-1463 1995 

6) 谷口博之，近藤康博，生田順也，高木健三 シンポジウム６ 急性肺障害の基礎と臨

床 6.ARDS の診断−BALF 所見を中心として−  日本胸部疾患学会雑誌 33：251-

256 1995 

7) 谷口博之，近藤康博，生田順也 高齢者喘息への対応 薬の使い方と留意点−ステロ

イド− ASTHMA 喘息 9：45-49 1996 

8) 谷口博之，近藤康博，生田順也 ARDS 治療へのアプローチ Case Study：ステロイ

ド療法は有効か 呼吸器 NEWS＆VIEWS 7：22-24 1996 

9) 谷口博之，近藤康博，生田順也，横井豊治 特発性間質性肺炎の診断と治療 特発性

間質性肺炎の治療の進歩−開胸肺生検からみた急性増悪の病態と治療 内科 77：

659-663 1996 

10) 谷口博之，柳澤聖，近藤康博，生田順也 気管支喘息重症発作 急性増悪の初期サイ

ン  ICU と CCU 20：267-272 1996 

11) 近藤康博，谷口博之 重症急性肺傷害（ARDS）の呼吸管理 Open Lung Approach に

おける肺機能モニタの活用 人工呼吸 15：140 1998 

12) 谷口博之，近藤康博，横井豊治 間質性肺炎の予後 臨床医 24：44-47 1998 

13) 近藤康博，谷口博之，横井豊治 いかに治療すべきか Nonspecific Interstitial 

Pneumonia  現代医学 46：275-280 1998 

14) 鈴木隆二郎，鳥居啓三，高木健三，近藤康博，谷口博之 炎症・免疫の新しい視点 プ

ロテアーゼとそのインヒビターの関わり ARDS の気管支肺胞洗浄液中の MMP と

そのインヒビター 侵襲と免疫 7：98-102 1998 

15) 谷口博之，近藤康博  病態と治療法 症例を中心に 2 慢性呼吸不全の急性増悪 b 

内科医の立場から 臨床医 24：828-835 1998 

16) 横井豊治，近藤康博，谷口博之 びまん性肺疾患における肺生検の意義と適応 （そ

の１） 間質性肺疾患について 日本胸部臨床 57：526-536 1998 

17) 谷口博之、近藤康博、伊藤理 呼吸管理のすべて 病態の理解と人工呼吸管理の実際 

I 呼吸不全の診断 4 BAL による急性呼吸不全の診断. 救急医学 22: 1149-1154 

1998 

18) 谷口博之，近藤康博，横井豊治，高木健三 NSIP 治療 分子呼吸器病 3：40-46

（272-278） 1999 

19) 谷口博之，近藤康博  急性肺傷害の診断と治療 急性間質性肺炎 分子呼吸器病 

3：29-35（173-179） 1999 

20) 谷口博之，近藤康博  肺の炎症・線維化の分子医学 肺の炎症治療 ステロイド剤

と免疫抑制薬 現代医療 31：165-170（511-516） 199 
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21) 谷口博之，近藤康博  ARDS up-to-date 2000 治療 2.メチルプレドニゾロンを用

いた治療戦略とその効果 Progress in Medicine 20：47-53（2171-2177） 2000 

22) 近藤康博，谷口博之 肺線維症 レジデントノート 1：17-18 2000 

23) 近藤康博，谷口博之  人工呼吸管理 肺保護戦略を中心に 呼吸と循環 48：79-84 

2000 

24) 谷口博之，近藤康博  Evidence に基づく内科的治療の進め方＜後編＞【呼吸器疾患】

肺線維症 最新医学 55：30-39（1274-1283） 2000 

25) 谷口博之，近藤康博  COPD における急性悪化への対応 Pharma Medica 18：

183-192 2000  

26) 近藤康博，谷口博之，三河健一郎 呼吸不全を呈した間質性肺炎に対する Open Lung 

Approach を含めた対応 呼吸 19：950-952 2000 

27) 谷口博之，小野寺睦雄，近藤康博，三河健一郎  ARDS の治療の進めかた−薬物療

法の実際− Medical Practice 17：2079-2083 2000 

28) 近藤康博［ミニレビュー］NPPV 1 日本呼吸管理学会誌 10：237-239 2000 

29) 谷口博之，近藤康博，西山理，小川智也，渡辺文子 呼吸リハビリテーション：その

科学的根拠から実践まで 地域の中核病院としての役割  呼 吸  20 ： 1212-1221 

2001 

30) 小川智也，渡辺文子，谷口博之，近藤康博，三河健一郎 ［ワークショップ］運動療

法の進め方  日本呼吸管理学会誌 11：231-237 2001 

31) 近藤康博，小野寺睦男，谷口博之 人工呼吸器による肺炎？  VAP に迫る VAP の

診断（鑑別診断） 救急・集中治療 13：923-931 2001 

32) 近藤康博，谷口博之  びまん性肺疾患 診断技術の進歩と診療の基本 間質性肺炎

の診断と治療 Mebio 18：94-99 2001 

33) 近藤康博，谷口博之  IPF 臨床の核心問題 IPF 治療薬の臨床試験 protocol 何を

endpoint として臨床試験を組むのか?  分子呼吸器病 5：43-49 2001 

34) 近藤康博 講座：人工呼吸管理法 人工呼吸の適応と開始時期 呼吸 20：73-77 

2001 

35) 近藤康博 EBM に基づいた呼吸器病治療 気胸治療の現況 Modern Physician 

21：65-67 2001 

36) 谷口博之，近藤康博，三河健一郎 気管支喘息 病態に基づいた合理的な治療 急性

増悪の薬物療法の実際 Medical Practice 18：825-830 2001 

37) 谷口博之，近藤康博 第 4 章 慢性閉塞性肺疾患の管理・治療 「急性増悪への対応」

［最新医学別冊］新しい診断と治療の ABC 1／呼吸器 1「慢性閉塞性肺疾患−慢性気

管支炎・肺気腫−」 P. 169-184 2001 
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38) 谷口博之，近藤康博，西山理  間質性肺炎のアップデ−ト 2002 急速進行性の間質

性肺炎の管理 呼吸 21：738-746 2002 

39) 片岡健介，谷口博之，近藤康博，西山理 喘息死 難治性喘息 International Review 

of  Asthma 4：60-65 2002 

40) 近藤康博，谷口博之  呼吸管理のニューウェーブ Hickling から NIH の研究まで 

NPPV の適応の拡大  呼吸 21：463-469 2002 

41) 近藤康博，谷口博之  免疫異常が関与する肺疾患 肺疾患に対する免疫抑制剤の適

応と使い方 Medicina 39：109-111 2002 

42) 西山理，谷口博之，近藤康博  吸入ステロイド薬の安全性（3）骨代謝 アレルギー・

免疫 9：90-94（1370-1374） 2002 

43) 近藤康博，西山理，谷口博之 画像でせまる呼吸器疾患 ＜びまん性肺疾患＞ 好酸

球性肺炎 Medicina 39：1932-1935 2002 

44) 近藤康博，谷口博之  肺内と肺外の病変に由来する ARDS の違い 呼吸器科 2：

136-141 2002 

45) 多賀収，谷口博之，近藤康博，西山理 NIPPV（非侵襲的陽圧換気療法）−急性呼吸

不全から在宅まで− 慢性呼吸不全患者への適応とその展望 ICUとCCU 26：171-

178 2002 

46) 谷口博之，近藤康博，西山理  特発性間質性肺炎 10. 急性増悪の治療 治療学 

36：607-612 2002 

47) 谷口博之，近藤康博，西山理 特発性肺線維症（IPF）の診断における BAL と肺生検

の意義 呼吸器科 1：527-532 2002 

48) 近藤康博，谷口博之  肺内と肺外の病変に由来する ARDS の違い 呼吸器科 2：

136-141 2002 

49) 近藤康博，谷口博之 臨床検査の公式集  検査計画法 II. 呼吸器疾患編 17. 間質

性肺炎 綜合臨床 51：1259-1263 2002 

50) 近藤康博，谷口博之 院内肺炎と非侵襲的人工呼吸 呼吸器科 2：70-74 2002 

51) 谷口博之，近藤康博，西山理，小川智也，渡辺文子 日本の慢性閉塞性肺疾患（COPD）

の現状と GOLD のインパクト COPD における運動療法（Exercise training）の効

果  最新医学 57：2345-2355 2002 

52) 西山理，谷口博之，近藤康博  技術講座：喘息発作での静注ステロイドの使い方 

Use of parenteral corticosteroids in asthma exacerbations アレルギーの臨床 

22：61-66 (1125-1130) 2002 

53) 谷口博之，近藤康博，西山理  急性肺損傷の state of the art 人工呼吸器関連肺炎

（ventilator associated pneumonia：VAP）の診断と治療 呼吸 21：1126-1135 

2002 
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54) 谷口博之，近藤康博，西山理  人工呼吸器関連肺炎（ ventilator associated 

pneunomia : VAP）の診断と治療 呼吸 21：1126-1135 2002 

55) 近藤康博，谷口博之，西山理，小川智也，渡辺文子 呼吸リハビリテーションは COPD

患者の症状や QOL を改善するか EBM ジャーナル 4：452-456 2003 

56) 近藤康博，西山理，谷口博之 胸部Ｘ線写真から診る呼吸器の病気 アレルギー・免

疫の呼吸器疾患 呼吸器ケア 1：9-14 2003 

57) 近藤康博，谷口博之，西山理 特集／実地診療に基づいた NPPV 導入のタイミング 

B. 急性期 4. COPD の急性増悪 Home Care Today 7：19-23 2003 

58) 近藤康博 NPPV（非侵襲的陽圧換気法）と看護 NPPV とその適応基準  看護技

術 49：11-13 2003 

59) 渡邉文子，小川智也，近藤康博，谷口博之，西山理 NPPV（非侵襲的陽圧換気法）

と看護 NPPV 併用下での運動療法 1 月 看護技術 49：42-46 2003 

60) 小川智也，渡辺文子，谷口博之，近藤康博，西山理 特集／保存版 呼吸理学療法の

完全マスター 7. 慢性呼吸障害に対する呼吸理学療法 呼吸器ケア 1：98-107 

2003 

61) 谷口博之，近藤康博 びまん性肺疾患に対する腹腔鏡下肺生検−とくに急速進行性の

間質性肺炎について  医学のあゆみ 206：951-955 2003 

62) 谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理 COPD の急性増悪における呼吸管理−NPPV

の有用性− 治療学 37：27-31 2003 

63) 近藤康博，谷口博之，木村智樹，西山理 特集／COPD の急性増悪 非侵襲的陽圧人

工呼吸管理 呼吸 22：1085-1090 2003 

64) 谷口博之，近藤康博 特発性間質性肺炎の臨床 急性増悪への対応 日本胸部臨床 

62：S107-S113 2003 

65) 木村智樹，近藤康博 呼吸管理で使ういろいろな機器 ピークフロー 呼吸器ケア 

2：32-38 2004 

66) 近藤康博，長谷川隆一，谷口博之 COPD に挑む!−症例と Q & A で学ぶ−ケーススタ

ディ（典型症例と診療のポイント）COPD 急性増悪症例  NPPV  救急・集中治療 

16：1251-1257 2004 

67) 谷口博之，近藤康博，長谷川隆一 VII 救急患者にみられる急性呼吸不全の病態と治

療 COPD の急性増悪 救急医学 28：1361-1366 2004 

68) 西山理，谷口博之，近藤康博，木村智樹 ガイドラインで望まれている喘息治療と将

来の展望 QOL と喘息治療 アレルギー科 18：234-238 2004 

69) 谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理，小川智也，渡辺文子 安定期の非薬物療法 

呼吸リハビリテーションの実際 内科 93：67-73 2004 
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70) 谷口博之，近藤康博  特発性間質性肺炎をめぐって IIPs の診断と治療 急性間質

性肺炎  Acute interstitial pneumonia (AIP) 日本呼吸器学会雑誌 42：23-27 

2004 

71) 近藤康博，谷口博之 患者さんの不安を軽減 呼吸困難の原因と対策 呼吸不全から

起こる呼吸困難 呼吸器ケア 2：523-529 2004 

72) 小川智也，渡辺文子，有薗信一，寶門玲子，谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理，

加藤景介 呼吸リハビリテーションの現状 Report 2 公立陶生病院 呼吸器 NEW 

& VIEWS 25：4-5 2004 

73) 麦島静恵，茂木律子，幸田直美，宇野光子，近藤康博，渡辺文子 COPD の急性増悪

と呼吸リハビリテーション COPD 急性期の NPPV 導入クリニカルパス 看護技術 

50：774-783 2004 

74) 近藤康博，谷口博之 間質性肺炎−ケアの知識と実際− 4. 間質性肺炎における免疫

抑制剤の治療法 呼吸器ケア 2：81-87（853-859） 2004 

75) 長谷川隆一，近藤康博，谷口博之 非侵襲的陽圧人工呼吸と挿管下陽圧人工呼吸 1. 

陽圧人工呼吸のためのガイドライン 臨床医 30：1335-1340 2004 

76) 近藤康博，谷口博之 疾患別診療ガイド  呼吸不全 Medical Practice 21：363-367 

2004 

77) 谷口博之，近藤康博 特発性肺線維症：診断と治療の進歩 II. 治療法の現状と展望 

1. ステロイドと免疫抑制薬 日本内科学会雑誌 94：44-50 2005 

78) 小野薫，谷口博之，近藤康博，西山理，木村智樹 慢性呼吸不全の NPPV 療法−訪問

看護の現状と課題− 日本呼吸管理学会誌 14：442-447 2005 

79) 木村智樹，谷口博之，近藤康博，西山理，阪本考司，小川智也，渡辺文子，有薗信一，

寶門玲美 ［シンポジウム II：呼吸リハビリテーションのアウトカムと将来の課題］

急性増悪の予防効果  日本呼吸管理学会誌 14：342 2005 

80) 長谷川隆一，勝田知也，近藤康博 気管支喘息の治療；最近の進歩 NPPV 救急医

学 29：179-184 2005 

81) 長谷川隆一，近藤康博 喘息の人工呼吸・補助呼吸 救急・集中治療 17：169-173 

2005 

82) 近藤康博，谷口博之，長谷川隆一 NPPV の導入基準と患者選択の実際 Home Care 

Today 9：23-30 2005 

83) 加藤景介，谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理 NPPV（非侵襲的陽圧換気法）：

最近の動向と今後の展開 慢性呼吸不全と NPPV ICU と CCU 29：179-188 

2005 

84) 近藤康博，長谷川隆一，谷口博之 ARDS 治療の実際 2.急性呼吸不全に対する

NPPV 臨床医 31：446-449 2005 
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85) 近藤康博，麻生裕紀，谷口博之 急性呼吸不全における肺サーファクタントと KL-6

の比較検討 分子呼吸器病 9：426-430 2005 

86) 近藤康博，野間聖，谷口博之 在宅 TIPPV の現状・適応基準・効果 日本胸部臨床 

64：S104-S111 2005 

87) 長谷川隆一，近藤康博 急性期の呼吸器ケアの実際 人工呼吸療法 呼吸ケア実践ハ

ンドブックー管理とリハビリテーションのすべてー P. 160-169 2005 

88) 近藤康博，長谷川隆一，谷口博之 V.各種の呼吸不全に対する人工呼吸と集中ケ

ア  Q28  喘息患者の急性増悪時の人工呼吸と集中ケア  救急･集中治療  17：

1266-1272 2005 

89) 谷口博之，近藤康博，長谷川隆一 急性呼吸不全に対するNPPV療法 呼吸器科 10：

467-473 2006 

90) 加藤景介，近藤康博, 谷口博之 インフルエンザと肺炎･治療 人工呼吸器関連肺炎

の治療 Medical Practice 23：1969-1974 2006 

91) 長谷川隆一，近藤康博，谷口博之 NPPV 導入時のポイント 呼吸器ケア 2：74-85 

2006 

92) 近藤康博，谷口博之 チャートでみる生活習慣病の救急処置 C-1：慢性呼吸不全の

急性憎悪 成人病と生活習慣病 36：1027-1030 2006 

93) 近藤康博，谷口博之 急性呼吸不全に対する NPPV 療法の成功要因 呼吸器科 9：

387-391 2006 

94) 長谷川隆一，近藤康博，谷口博之 人工呼吸器関連肺炎（VAP） VAP の治療 人工

呼吸 23：17-25 2006 

95) 長谷川隆一，近藤康博，谷口博之 人工呼吸療法の基礎−円滑なチーム医療を行うた

めに必要な知識− COPD の人工呼吸療法 Clinical engineering = クリニカル・エ

ンジニアリング 17：378-382 2006 

96) 近藤康博，岩木舞，加藤景介，西山理，木村智樹，谷口博之 ［シンポジウム III］

HOT 適応基準 日本呼吸管理学会誌 15：514-519 2006 

97) 吉澤靖之，稲瀬直彦, 古家正, 土屋公威, 倉持仁, 谷口博之, 近藤康博 特発性間質性

肺炎と職業性因子 呼吸器科 9：606-612 2006 

98) 木村智樹，近藤康博, 谷口博之 COPD(慢性閉塞性肺疾患)看護の入門編 患者管理

の要点 呼吸器&循環器ケア 6：31-35 2006 

99) 近藤康博，谷口博之 COPD(慢性閉塞性肺疾患)看護の入門編 COPD とは 呼吸器

&循環器ケア 6：22-30 2006 

100) 渡邊文子，小川智也，有薗信一，近藤康博，谷口博之 COPD(慢性閉塞性肺疾患)看

護の入門編 ベッドサイドで行う呼吸理学療法 呼吸器&循環器ケア 6：41-49 

2006 
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101) 近藤康博，谷口博之，長谷川隆一 人工呼吸管理をめぐって 急性呼吸不全における

非侵襲的陽圧換気療法 呼吸と循環 55：1075-1081 2007 

102) 木村智樹，近藤康博 ここまできた急性期 NPPV の実践 喘息発作に対する NPPV 

看護技術 53：1176-1178 2007 

103) 近藤康博 ここまできた急性期 NPPV の実践 COPD 急性増悪に対する NPPV 看

護技術 53：1167-1171 2007 

104) 村田直彦，加藤景介, 西山理, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 意識障害を伴う重症呼

吸性アシドーシス症例に対する急性期 NPPV の効果 陶生医報 23：1-4 2007 

105) 長谷川隆一，谷口博之, 近藤康博 第 2 部 RST メンバーに必要な呼吸ケアの知識･技

術と指導のポイント 第 1 章 呼吸療法 8 NPPV 呼吸器ケア 夏季増刊 2007 

106) 村田直彦，加藤景介, 西山理, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 意識障害を伴う重症呼

吸性アシドーシス症例に対する急性期 NPPV の効果 陶生医報 23：1-4 2007 

107) 近藤康博，谷口博之, 長谷川隆一 ALI/ARDS の病態と治療 ALI/ARDS における

NPPV 呼吸と循環 55：635-640 2007 

108) 加藤景介，近藤康博, 谷口博之 肺炎診療の最前線  基礎疾患･合併症のある場合の

肺炎  入院中の肺炎−人工呼吸器関連肺炎を含めて− 診断と治療 95：99-105 

2007 

109) 麻生裕紀，近藤康博 第 5 章  全身性疾患  2  肺水腫 呼吸器ケア 冬季増刊：172-

177 2007 

110) 近藤康博，片岡健介, 加藤景介, 西山理, 木村智樹, 谷口博之 NPPV におけるモニタ

リング 日本呼吸ケア･リハビリテーション学会誌 17：237-240 2007 

111) 片岡健介，近藤康博 ER の呼吸器診療 喀血 呼吸 26：747-750 2007 

112) 近藤康博，谷口博之 急性増悪に関する世界の動向－ATP perspective の発刊をうけ

て－ 呼吸器科 14：126-132 2008 

113) 近藤康博，谷口博之 特発性肺線維症 第３章 診断 最新医学：別冊［新しい診断

と治療の ABC 55］呼吸器７ 特発性肺線維症 P. 51-60 2008 

114) 近藤康博，西山理，市川基司，谷川吉政，平松哲夫，片岡健介，加藤景介，木村智樹，

谷口博之 間質性肺炎の急性増悪との関連から 肺癌 48：732-736 2008 

115) 近藤康博，谷口博之 実地医家のための呼吸管理 呼吸管理の実際 マスク下人工呼吸

の実際 1):どんな機器でどうはじめるか-NPPV 導入基準と患者選択の実際- 診断と

治療 97：39-46 2009 

116) 近藤康博 人工呼吸関連機器 ユーザーレポート  パフォーマトラックマスクの使

用経験 人工呼吸 26：228 2009 

117) 近藤康博 慢性疾患の急性増悪－そのときどう動くか 間質性肺炎の急性増悪 レジ

デントノート 11：990-995 2009 
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118) 近藤康博 呼吸器疾患ベーシックレクチャー:間質性肺炎  2  診断と治療 呼吸器

ケア 7：200-205 2009 

119) 小林大介，近藤康博 嚥下性肺炎 その診断,治療から予防まで 嚥下性肺炎を繰り返

す高齢者への対応をどうするか-人工呼吸管理とその限界- ICU と CCU 33：221-

226 2009 

120) 近藤康博 患者さんの背景･病態で考える 薬の選び方･使い方のエッセンス 呼吸器 

特発性間質性肺炎 治療 91：860-865 2009 

121) 近藤康博 ［教育講演：内科］間質性肺炎を併存する肺疾患の治療－急性増悪との関

連を中心に－臨床呼吸生理 42：17-20 2010 

122) 近藤康博 特集 ALI/ARDS－68 の謎を解く－ VI．呼吸療法編 Q43．ALI/ARDS

への open lung 戦略とは？ 救急・集中治療 22：1213-1218 2010 

123) 近藤康博，谷口博之 第 6 章 ARDS の治療 ［ARDS の呼吸管理］ 53 ARDS に

おける NPPV 別冊・医学のあゆみ 最新 ARDS のすべて P. 307-312 2010 

124) 横山裕，片岡健介, 多賀収, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之, 長谷川隆一 当院におけ

るハイブリゼップの有用性の検討 陶生医報 26：1-5 2010 

125) 近藤康博，長谷川隆一，谷口博之 NPPV 呼吸ケア ARDS における NPPV 療法 日

本在宅医学会雑誌 12：130-135 2011 

126) 近藤康博，谷口博之 急性と慢性とは別疾患―急性間質性肺炎(AIP) 日本胸部臨床 

70：246-253 2011 

127) 近藤康博, 谷口博之, 長谷川隆一気管支喘息の病態、診断と治療;最近の進歩】 治療 

NPPV(解説/特集) 救急医学 35 巻 5 号 :606-610 2011 

128) 近藤康博, 谷口博之 特発性肺線維症(IPF) IPF 急性増悪 その臨床と国際比較(解

説/特集) 呼吸器内科 19 巻 6 号 ：540-545 2011 

129) 木村智樹, 近藤康博 COPD の治療・管理 update 安定期の管理 非薬物療法 換気

補助療法 日本胸部臨床 70 巻増刊：S113-S120 201 

130) 近藤康博 リンパ脈管筋腫症(LAM)の最前線 LAM の内科的治療 日本胸部臨床 

70（10） P. 1017-1023 2011・10  

131) 近藤康博, 谷口博之【特発性肺線維症(IPF)】 IPF 急性増悪 その臨床と国際比較. 呼

吸器内科 19::540-545 2011. 

132) 近藤康博, 谷口博之, 長谷川隆一 【気管支喘息の病態、診断と治療;最近の進歩】 治

療 NPPV 救急医 35::606-610, 2011. 

133) 近藤康博, 長谷川隆一, 谷口博之 【NPPV 呼吸ケア】 ARDS における NPPV 療法 

日本在宅医学会雑誌 12:130-135, 2011. 

134) 近藤康博, 谷口博之. 【急性と慢性とは別疾患?】 急性間質性肺炎(AIP) 日本胸部臨

床 70:246-253, 2011. 
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135) 近藤康博．呼吸器病学 TOPICS2012 5.びまん性肺疾患 特発性肺線維症急性増悪とび

まん性肺胞障害をきたす他疾患との比較検討．分子呼吸器病 2012；16：52-55． 

136) 八木光昭、長谷川隆一．呼吸管理とケアがわかる!新人ナースのための呼吸器疾患ノー

ト Theme 10 COPD(増悪期)．呼吸器ケア 2012；10：387-391． 

137) 髙橋光太、近藤康博．呼吸器の救急救命治療 酸素療法のノウハウ．THE LUNG-

perspectives 2012；20：31-34． 

138) 近藤康博．特集 間質性肺炎 Up-To-Date 特発性肺線維症急性増悪：日本の理解、

世界の状況．THE LUNG-perspectives 2012；20：259-265． 

139) 近藤康博、片岡健介、谷口博之．特発性肺腺維症患者の多面的評価．日本胸部臨床 

2012；71：528-537． 

140) 近藤康博．肺病変先行の膠原病をめぐって 膠原病に随伴する間質性肺炎の臨床像の

特徴、予後を含めて．日本胸部臨床 2012；71：769-778． 

141) 松田俊明、小島英嗣、近藤康博．【喫煙関連呼吸器疾患をめぐって】 DIP/RBILD と

喫煙．呼吸器内科 2012；22：186-192． 

142) 近藤康博．【決して安心できない!慢性疾患の急性増悪とその対応】 (Part 1)呼吸器疾

患 間質性肺炎．Nursing Mook 2012；74：22-27． 

143) 榊原利博、長谷川隆一、近藤康博．COPD 急性増悪の呼吸管理．人工呼吸 2012；

29：212-219． 

144) 近藤康博．人工呼吸関連機器ユーザーレポート NPPV 下での気管支鏡検査．人工呼

吸 2012；29：286-287． 

145) 近藤康博．【間質性肺炎と臨床検査】 特発性間質性肺炎と膠原病性間質性肺炎 その

類似性と相違点．臨床検査 2012；56：937-944． 

146) 近藤康博．【特発性間質性肺炎-この 10 年の進歩と今後の展望-】 特発性間質性肺炎の

診断と治療の進歩 診断・疫学関連 急性増悪．日本胸部臨床 2013；72：S36-S43． 

147) 近藤康博．【特発性肺線維症の新ガイドラインをめぐって】 新ガイドラインからみた

IPF の臨床診断、治療について．日本胸部臨床 2013；72：232-242． 

148) 近藤康博．【特発性間質性肺炎を見直す-特発性間質性肺炎臨床の最新知見】 特発性肺

線維症の急性増悪と急性間質性肺炎．呼吸と循環 2013；61：146-153． 

149) 横山 俊樹，近藤 康博．【急性呼吸不全の呼吸管理】 急性呼吸不全における人工呼吸

の歴史．呼吸と循環 2013；61：705-711．横山 俊樹，近藤 康博 COPD 急

性増悪 呼吸器ケア メディカ出版 12（1） P. 17-21 2014・1 

150) 横山 俊樹，近藤 康博【COPD・急性心不全・気管支喘息・胸部外傷・術後呼吸不全・

離脱補助 ここまでできる!急性期 NPPV】 (Theme 2) COPD 急性増悪 呼吸器ケ

ア 12（1） P. 17-21 2014・1 
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151) 横山 俊樹，近藤 康博【COPD・急性心不全・気管支喘息・胸部外傷・術後呼吸不全・

離脱補助 ここまでできる!急性期 NPPV】 (Theme 4) 気管支喘息 呼吸器ケア 

12（1） P. 29-35 2014・1 

152) 山野 泰彦，近藤 康博 Fibrotic NSIP の多様性と治療反応性 呼吸器内科 26（3） 

P. 209-216 2014・9 

153) 松田 俊明，近藤 康博【全身成人病としての COPD】 呼吸リハビリテーション成人

病と生活習慣病 44（9） P. 1092-1097 2014・9 

154) 横山 俊樹，近藤 康博【急性期 NPPV 療法】 慢性閉塞性肺疾患の増悪に対する NPPV

療法 人工呼吸 31（2） P. 148-150 2014・11 

155) 渡邉文子，近藤康博．【内科呼吸器疾患に対するリハビリテーションのエビデンスと

実際】 非 COPD 疾患のリハビリテーション ．Journal of Clinical Rehabilitation 

2015；24：463-468． 

156) 齊藤茂樹，近藤康博．【呼吸器疾患 1】 コラム 特発性肺線維症(IPF)の治療 支持療

法、特異的薬物治療のトピックス．Hospitalist 2015；3：110-117． 

157) 近藤康博, 渡邉文子, 谷口博之．【ここまで進んだ! びまん性肺疾患の診断と治療】 

特発性間質性肺炎の分類と診断・治療 間質性肺炎に対する呼吸リハビテーション．

内科 2016；117：243-247 ． 

158) 近藤康博．【特発性間質性肺炎の最前線】 特発性間質性肺炎 診断の進め方．呼吸器

内科 2016；30：96-101． 

159) 近藤康博．【間質性肺炎 Update】 臨床 間質性肺炎における治療の考え方 Update．

最新医学 2016；71：1328-1334． 

160) 近藤康博．【呼吸器病学 TOPICS2015-16】 びまん性肺疾患 ニンテダニブによる大

規模臨床試験と日本人サブ解析．分子呼吸器病 2016；20：33-36．(2016.03) 

161) 鈴木淳, 近藤康博．【体腔液の臨床検査】 気管支肺胞洗浄液．臨床検査 2016；60：

498-502． 

162) 斎藤武文, 網島優, 高橋洋, 吉山崇, 桑原克弘, 近藤康博, 露口一成, 千酌浩樹, 泉川

公一, 重藤えり子, 佐々木結花, 日本結核病学会治療委員会．デラマニドの使用につ

いて(改訂)．結核 2017； 92： 47-50． 

163) 森裕太, 鈴木淳, 近藤康博．肺線維症の慢性期管理(併存症の管理を含めて)．呼吸器内

科 2017；32：259-266．  

164) 松田俊明, 近藤康博．【医療関連肺炎をとりまく最新情報】 間質性肺炎の増悪におけ

る感染症の意義．呼吸器内科 2017；32：151-156．  

165) 寺町涼, 近藤康博．【間質性肺炎・肺線維症 難解な疾患が見えてくる】 実地医家が

知っておくべき治療のポイント 間質性肺炎に合併する呼吸不全の治療． Medical 

Practice 2017； 34： 659-663． 
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166) 富貴原淳, 近藤康博．【若手医師のための呼吸器診療スキルアップ-苦手意識を克服し

よう】治療 薬物治療 ステロイドを中心に．呼吸器ジャーナル 2017；65：266-273． 

167) 近藤康博．【原因不明の間質性肺炎】 原因不明の間質性肺炎画像診断のニーズ 呼吸

器内科医の立場より．画像診断 2017； 37： 508-513． 

168) 齋藤武文, 網島優, 高橋洋, 石井芳樹, 桑原克弘, 加藤達雄, 露口一成, 山岡直樹, 泉

川公一, 重藤えり子, 石井幸雄, 近藤康博, 佐々木結花, 吉山崇, 加藤誠也, 西村伸雄, 

高梨信吾, 猪狩英俊, 赤井雅也, 稲葉静代, 徳永修, 矢野修一, 迎寛, 藤山理世, 日本

結核病学会予防委員会・治療委員会．潜在性結核感染症治療レジメンの見直し．結核

2019；94：515-518． 

169) 笹野元, 近藤康博．【びまん性肺疾患診療の新しい展開】特発性間質性肺炎(原因不明

の間質性肺炎)非特異的間質性肺炎と分類不能型間質性肺炎．臨牀と研究 2019；96： 

1135-1143． 

170) 横山俊樹, 近藤康博．間質性肺炎急性増悪の診断と治療．人工呼吸 2019；36： 32-38． 

171) 近藤康博．【ER・ICU での薬の使い方・考え方 2021-'22-エキスパートが実践する秘

訣(コツ)-】呼吸関連(Q15) 間質性肺炎．救急・集中治療 2020；3：708-713． 

172) 山野泰彦, 近藤 康博．【関節リウマチの治療における治療薬の選択と対策】肺障害．

リウマチ科 2020；64：23-30． 

173) 藤澤朋幸, 近藤康博, 稲瀬直彦, 福岡順也, 小倉高志, 上甲剛, 井上義一, 長谷川好規, 

本間栄, 須田隆文．最先端研究紹介(第 3 回) 特発性間質性肺炎におけるクラウド型

臨床・画像・病理統合データベースを用いた遠隔 MDD の有用性．分子呼吸器病 

2020；24：66-69． 

174) 近藤康博．治療法の再整理とアップデートのために 専門家による私の治療 特発性

間質性肺炎(IIPs)・肺線維症．日本医事新報 2020；5015：44-45． 

175) 齋藤武文, 網島優, 高橋洋, 鈴木純子, 桑原克弘, 加藤達雄, 露口一成, 山岡直樹, 泉

川公一, 近藤康博, 佐々木結花, 吉山崇, 重藤えり子, 日本結核非結核性抗酸菌症学

会治療委員会．本邦での多剤耐性結核治療に対する考え方．結核 2020；95：79-84． 

176) 近藤康博, 横山俊樹．【間質性肺炎診療の今・未来】特発性間質性肺炎の診療 急性増

悪の診断と治療．Pharma Medica 2020；38：27-31． 

177) 近藤康博、桑名正隆．診療ガイドライン at a glance 膠原病に伴う間質性肺疾患 診

断・治療指針 2020．日本内科学会雑誌 2021；110：268-273． 

178) 武井玲生仁、山野泰彦、近藤康博．Medical Scope ガイドラインからよみ解く膠原

病に伴う間質性肺疾患の診断・治療．Pharma Medica 2021；39： 69-74． 

179) 近藤康博．【進行性線維化を伴う間質性肺疾患を考える】PF-ILD としての IPF．呼吸

器内科 2021；39： 178-183． 
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180) 近藤康博、桑名正隆．【呼吸器疾患ガイドライン(改訂/発刊)がもたらしたものと、次回

改訂に向けた課題】膠原病に伴う間質性肺疾患診断・治療指針 2020．呼吸器内科 

2021；39：422-427． 

181) 武井玲生仁、近藤康博．【過敏性肺炎ガイドラインを読み解く】実臨床におけるガイド

ラインの検討．呼吸器内科 2021；40：130-133． 

182) 佐藤智則、近藤康博．【呼吸器症候群(第 3 版)-その他の呼吸器疾患を含めて-(II)】肺循

環の異常 肺高血圧症 肺疾患に伴う肺高血圧症. 日本臨床 2021；)別冊呼吸器症

候群 II：293-296． 

183) 笹野元、武井玲生仁、山野泰彦、片岡健介、近藤康博．【呼吸器症候群(第 3 版)-その

他の呼吸器疾患を含めて-】各種疾患にみられる呼吸器病変 自己免疫疾患 多発性

筋炎・皮膚筋炎に関わる呼吸器病変(間質性肺疾患を中心に)．日本臨床 2021；別冊

呼吸器症候群 III ：302-307． 

184) 近藤康博．【呼吸管理 FAQ-研修医からの質問 270-】酸素療法 高流量鼻カニュラ酸

素療法．救急・集中治療 2021； 33：1091-1098． 

185) 井上義一、近藤康博、須田 隆文、北村英也、小倉高志．【間質性肺炎 徹底討論!-鳥か

らは逃げられない過敏性肺炎,放置してよいのか ILA】間質性肺炎の診断と治療にお

いてわかってきたこと,これからしなければいけないこと．呼吸器ジャーナル (2432-

3268)69 巻 3 号 Page308-317． 

186) 陳和夫、大塚将秀、近藤康博、落合亮一、木村政義、藤野 裕士．COVID-19 肺炎に

対する酸素療法と経鼻高流量酸素療法の適用について．人工呼吸 2021；38：2-11． 

187) 萩原弘一、近藤康博、小倉高志．【慢性咳嗽-古い症状・新しい知見】慢性咳嗽の診断

と新たな治療薬．カレントテラピー 2021；39：788-791． 

188) 冨岡洋海、坂東政司、近藤康博, 日本呼吸器学会びまん性肺疾患学術部会．びまん性

肺疾患の multidisciplinary discussion 診断に関するアンケート調査結果．日本呼吸

器学会誌 2021；10：97-101 

189) 近藤康博．【新しい肺高血圧症の定義】State of the Art 呼吸器疾患に伴う肺高血圧

症．Pulmonary Hypertension Update 2022；9：25-33． 

190) 近藤康博．【呼吸器難病の課題と展望】特発性間質性肺炎．呼吸器内科 2022；42：

468-474． 

191) 山野泰彦, 近藤康博．【間質性肺疾患の研究と診療 UPDATE】『膠原病に伴う間質性肺

疾患 診断・治療指針』の今後．医学のあゆみ 2022；283：76-81． 

192) 桑名正隆, 近藤康博, 安岡秀剛, 田村雄一．【膠原病に伴う肺高血圧症】膠原病に伴う

肺高血圧症の課題と将来展望．Pulmonary Hypertension Update 2022；8：10-19． 
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193) 武藤義和, 近藤康博．【どう診る? 急増する非結核性抗酸菌症,見逃せない結核】結核 

肺外結核の診断と治療．呼吸器ジャーナル 2022；70：276-284． 

194) 近藤康博．【間質性肺疾患:実地臨床における診療のポイント】特発性間質性肺炎．日

本内科学会雑誌 2022；111：1077-1083．新貝和也, 小川智也, 渡邉文子, 平澤純, 三

嶋卓也, 古川拓朗, 長江優介, 近藤康博, 木村智樹, 松田俊明, 片岡健介, 横山俊樹, 

山野泰彦, 神津玲．間質性肺疾患患者における呼吸リハビリテーションが身体活動量

に与える影響．理学療法学 2022；49：8-14． 

195) 有薗信一, 近藤康博, 木村智樹, 片岡健介, 小川智也, 渡邉文子, 平澤純, 俵祐一．特

発性肺線維症患者の運動生理学．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 2022；

30：211-216． 

196) 佐藤智則, 副島和晃, 多湖真弓, 森谷遼馬, 野口陽一郎, 板東知宏, 太田翔, 廣田周子, 

萩本聡, 武井玲生仁, 笹野元, 山野泰彦, 横山俊樹, 松田俊明, 片岡健介, 木村智樹, 

近藤康博．間質性肺疾患に対する緊急クライオバイオプシーの検討．陶生医報 2022；

36：1-6． 

197) 近藤康博．【びまん性肺疾患における多職種合議(MDD)診断と AI 支援の現在と未来】

進行性線維化を伴う間質性肺疾患の診断のアプローチと MDD について．呼吸器内科 

2022；41：131-137． 

198) 平澤純, 横山俊樹, 小川智也, 渡邉文子, 近藤 康博．呼吸リハビリテーションに気管

切開下高流量酸素療法が有効であった重症間質性肺炎症例．日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌 2023；31：364-367． 

199) 太田翔, 副島和晃, 野口陽一朗, 板東知宏, 廣田周子, 萩本聡, 武井玲生仁, 笹野元, 

山野泰彦, 横山俊樹, 松田俊明, 片岡健介, 木村智樹, 近藤康博．脳死肺移植登録を行

った間質性肺炎症例についての臨床的検討．陶生医報 2023；37： 1-7． 

200) 近藤康博．【ガイドラインから見るびまん性肺疾患診療の進歩】膠原病に伴う間質性

肺疾患診断・治療指針 2020 呼吸器内科医の立場から．呼吸器内科 2023；44： 291-

294． 

201) 近藤康博．【リハビリテーション診療 update】(IV 章)リハビリテーションが必要とな

る疾患 呼吸器疾患 間質性肺疾患．日本医師会雑誌 2023；152：S214-S215． 

202) 野口陽一朗, 近藤康博．FOCUS 薬剤性間質性肺疾患 分子標的薬や免疫チェック

ポイント阻害薬における作用機序．検査と技術 2023；5：638-640． 

203) 近藤康博．【新しい肺高血圧症の定義】State of the Art 呼吸器疾患に伴う肺高血圧

症．Pulmonary Hypertension Update 2023；9：25-33． 

204) 近藤康博 特集 ガイドラインから見るびまん性肺疾患診療の進歩 膠原病に伴う

間質性肺疾患診断・治療指針 2020 １）呼吸器内科医の立場から 呼吸器内科 

2023;44:291-294 
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205) 近藤康博 リハビリテーション診療 update Ⅳ. リハビリテーションが必要となる
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理学療法学 33：69-75 2006 

35) 深津昌弘，西山理，木村智樹，加藤景介，近藤康博，吉川秀夫，谷口博之 非小細胞

肺がんにおける Gefitinib の QOL に対する効果 医療薬学 32：1033-1037 2006 

36) 阪本考司，横山俊樹，麻生裕紀，岩木舞，野間聖，加藤景介，西山理，木村智樹，近

藤康博，谷口博之 びまん性肺疾患に対する外科的肺生検の検討 日本呼吸器学会

雑誌 44：675-680 2006 

37) 加藤勝洋，長谷川隆一，勝田知也，谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理，加藤景

介，野間聖，岩木舞，阪本考司，麻生裕紀，横山俊樹 High frequency oscillatory 

ventilation（HFOV）が有効であった ARDS の 1 例 日本呼吸器学会雑誌 44：732-

737 2006 

38) 谷川吉政，谷口博之，西山理，青山昌広，日比野佳孝，水谷武史，近藤康博，木村智

樹，加藤景介，鈴木隆二郎 進行非小細胞肺癌に対する Carboplatin + Weekly 

Paclitaxel + COX-2 阻害薬（Meloxicam）併用療法の有効性および安全性の検討 肺

癌 46：705-710 2006 

39) 阪本考司，麻生裕紀, 横山俊樹, 加藤景介, 西山理, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 

原発性肺クリプトコッカス症の臨床的検討 感染症学雑誌 81：403-407 2007 

40) 有薗信一，小川智也, 渡辺文子, 寳門玲美, 平澤純, 近藤康博, 木村智樹, 西山理, 加

藤景介, 谷口博之, 千住秀明 6 分間歩行テストと漸増シャトルウォーキングテスト

によるCOPD患者の最高酸素摂取量の予測式 日本呼吸ケア･リハビリテーション学

会誌 18：160-165 2008 

41) 木村元宏，片岡健介, 加藤景介, 西山理, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 当院におけ

る呼吸不全を呈した成人市中肺炎症例の臨床的検討 陶生医報 24：1-6 2008  

42) 長谷川隆一，川瀬正樹, 市原利彦, 中島義仁, 味岡正純, 近藤康博, 谷口博之 自発呼

吸トライアル(SBT)による人工呼吸離脱プロトコールの実用性と安全性ー心臓血管外

科術後症例の検討ー ICU と CCU 32：311-318 2008 

43) 龍華美咲，村田直彦, 木村元宏, 麻生裕紀, 阪本孝司, 片岡健介, 加藤景介, 西山理, 

木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 当院における間質性肺炎の肺移植適応症例について 

陶生医報 25：1-6 2009 

44) 有薗信一，小川智也, 渡邉文子, 寶門玲美, 平澤純, 近藤康博, 木村智樹, 谷口博之 

COPD 患者の peak cough flow と Mechanical In-Exsufflation による検討  日本呼

吸ケア･リハビリテーション学会誌 19：53-57 2009 

45) 横山裕, 片岡健介, 多賀収, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之, 長谷川隆一 当院におけ

るハイブリゼップの有用性の検討 陶生医報 26：1-5 2010.  
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46) 近藤康博，長谷川隆一，谷口博之 NPPV 呼吸ケア ARDS における NPPV 療法 日

本在宅医学会雑誌 12：130-135 2011 

47) 渡辺尚宏，谷口博之, 近藤康博, 木村智樹, 片岡健介 間質性肺炎における Sildenafil

療法の検討  日本呼吸器学会雑誌 49：151-155 2011 

48) 渡辺尚宏, 谷口博之, 近藤康博, 木村智樹, 片岡健介 間質性肺炎合併進行期非小細

胞肺癌の臨床的検討 肺癌 51：171-176 2011 

49) 渡辺尚宏, 谷口博之, 近藤康博, 木村智樹, 片岡健介．間質性肺炎における Sildenafil

療法の検討 日本呼吸器学会雑誌(1343-3490) 49:151-155 2011 

50) 有薗信一、谷口博之、近藤康博、木村智樹、片岡健介、小川智也、渡邉文子、平澤純、

古川拓朗、三川浩太郎、田平一行．COPD 患者における 4 種の運動負荷試験の特徴．日

本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 2012；22：94-98 

51) 近藤康博、長江智志、古滝梨乃、岩瀬真奈美、中島義仁、川瀬義久、酒井和好．【研修医

の確保・養成(後編)】 公立陶生病院における卒後臨床研修への取り組み．全国自治体病

院協議会雑誌 2012；51：1691-1696． 

52)  

 

《症例報告》(英文) 

1) Hiraga J, Kondoh Y, Taniguchi H, Kinoshita T, Naoe T. A case of interstitial 

pneumonia induced by rituximab therapy. Int J Hematol. 2005 Feb;81(2):169-70. 

2) Sakamoto K, Taniguchi H, Kondoh Y, Ono K, Hasegawa Y, Kitaichi M. Acute 

exacerbation of idiopathic pulmonary fibrosis as the initial presentation of the 

disease. Eur Respir Rev. 2009 Jun 1;18(112):129-32. 

 

《症例報告》(日本語) 

1) 松本浩平，平野恒和，近藤康博，滝文男，山木健市，鈴木隆二郎，高木健三，横井豊

治，河端美則 潰瘍性大腸炎経過中に発症した Bronchiolitis Obliterans Organizing 

Pneumonia の一例 日本胸部疾患学会雑誌 31：245-250 1993 

2) 滝川知里，水野計彦，太田一郎，中尾彰宏，下方薫，谷口博之，磯谷俊雅，近藤康博 

検診の眼底検査で発見された肺癌の１例 臨床眼科 47：1651-1655 1993 

3) 荒木信泰，松本浩平，滝文男，鈴木隆二郎，高木健三，近藤康博，横井豊治，河端美

則 特発性 BOOP との鑑別が問題となった肺病変先行型慢性関節リウマチと考えられ

た 1 例 日本胸部疾患学会雑誌 32：249-254 1994 

4) 生田順也，近藤康博，谷口博之，柳澤聖，後藤邦彦，鈴木隆二郎，高木健三，小野謙

三，横井豊治 急速に呼吸不全を呈しパルス療法と免疫抑制剤の併用が有効であった

抗 Jo-1 抗体陽性の BOOP の 1 例 日本胸部疾患学会雑誌 34：1156-1162 1996 
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5) 伊藤理，谷口博之，近藤康博，水野裕文，西山理，若山英雄，中川拓，林宏樹，山木

健市 喫煙誘発試験が陽性であった急性好酸球性肺炎の 1 例 日本呼吸器学会雑誌 

37：424-428 199 

6) 清水淳市，西山理, 矢野誠, 勝田知也, 長谷川隆一, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 

特異な画像所見を呈した肝内胆管癌の一例 陶生医報 20：1-5 2004 

7) 野間聖，西山理，岩木舞，阪本考司，麻生裕紀，進藤有一郎，加藤景介，木村智樹，

近藤康博，谷口博之  禁煙にて軽快を示した肋骨原発 Langerhans cell histiocytosis

の 1 例 日本呼吸器学会雑誌 44：43-47 2006 

8) 渡辺尚宏、谷口博之。近藤康博、木村智樹、片岡健介、松田俊明．心房細動に対する

カテーテルアブレーション後に生じた肺静脈狭窄症の 1 例．気管支学 2012；34：

468-472． 

9) 高橋光太、谷口博之、近藤康博、白木之浩、小野謙三．CPC 日常臨床から学ぶ この

症例の新しい意義は? 特発性肺線維症の急性増悪と癌性リンパ管症を呈した 1 例．

THE LUNG-perspectives 2012；20：358-362． 

10) 松田俊明, 木村智樹, 谷口博之, 近藤康博, 川口晃司, 横井香平．37 歳男性、治療抵抗

性の小細胞癌の 1 例． 肺癌 2015；55：241-246． 

11) 横山俊樹, 寺町涼, 松田俊明, 片岡健介, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之．倦怠感にて

来院した 1例．PROGRESS IN MEDICINE   2015; 35: 180-188,. 

12) 速井俊策, 谷口博之, 近藤康博, 木村智樹, 片岡健介, 鈴木淳．ニボルマブによる薬剤

性肺障害を発症した肺腺癌の 1 例．呼吸器内科 2017；31： 589-592． 

 

《その他》 

1) 加藤聡之，松本浩平，高木健三，谷口博之，近藤康博，小野謙三，鈴木清，野田康信，

荒井孝，杉田博宣，海野剛，坂本祥一，福島一雄，河端美則，岩井和郎 基底膜障

害の程度は予後因子になりうるか 抗タイプ㈿コラーゲンを使用しての各種間質性

肺炎，Bronchiolitis obliterance organizing pneumonia (BOOP)の開胸生検肺の検討 

厚生省特定疾患 びまん性肺疾患調査研究班 平成 4 年度研究報告書 P. 184-187 

1993 

2) 海野剛，山田博之，坂本祥一，福島一雄，青木俊明，大友幸二，河端美則，岩井和郎，

杉田博宣，酒井俊彦，加藤聡之，高木健三，小野謙三，谷口博之，近藤康博，鈴木清，

野田康信，荒井孝 各種炎症性肺疾患における Hepatocyte Growth Factor (HGF)

の免疫組織化学的検討 厚生省特定疾患 びまん性肺疾患調査研究班 平成 4 年度

研究報告書 P. 165-167 1993 
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3) 近藤康博，谷口博之，加藤聡之，高木健三，河端美則，岩井和郎 開胸肺生検で確認

し，ステロイド治療が有効であった UIP 急性増悪，亜急性増悪例の臨床病理学的検

討  厚生省特定疾患 びまん性肺疾患調査研究班 平成 4 年度研究報告書 P. 162-

164 1993 

4) 谷口博之，近藤康博，滝文男，鈴木隆二郎，高木健三 びまん性汎細気管支炎の気

道病態解析−BALF 中のインターロイキン 8 の測定とエリスロマイシン療法の効果 

厚生省特定疾患 びまん性肺疾患調査研究班 平成 4 年度研究報告書 P. 241-243 

1993 

5) 谷口博之，近藤康博 特発性肺線維症の急性増悪の新しい診断基準について 厚生労

働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺疾患調査研究班 平成

15 年度研究報告書 P. 114-119 2004 

6) 谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理 外科的肺生検により診断した IPF および

fibrosing NSIP に対するステロイド薬＋シクロスポリン療法の効果−ステロイド薬＋

シクロフォスファミド療法との比較検討− 厚生労働科学研究 特発性間質性肺炎の

画期的治療法に関する臨床研究 平成 15 年度研究報告書［主任研究者：工藤翔二］ 

P. 75-79 2004 

7) 谷口博之，近藤康博 特発性肺線維症の急性増悪の新しい診断基準について 厚生労

働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺疾患調査研究班 総合

研究報告 平成 14 年度〜平成 16 年度 P. 99-104 2004 

8) 谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理，加藤景介，有薗信一，渡辺文子，小川智也，

西村浩一 特発性肺線維症患者の健康関連 QOL および運動耐容能に関与する諸指

標の検討，および呼吸リハビリテーションの効果について  厚生労働科学研

究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺疾患調査研究班 平成 16 年度研

究報告書 P. 129-135 2005 

9) 土屋公威，稲瀬直彦，宮崎泰成，小山信之，磯貝進，海野剛，臼井裕，吉澤靖之，近

藤康博，谷口博之 特発性肺線維症及びその他の間質性肺炎における肺内無機沈着

物の元素分析 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺

疾患調査研究班 平成 16 年度研究報告書 P. 91-98 2005 

10) 土屋公威，稲瀬直彦，宮崎泰成，小山信之，磯貝進，海野剛，臼井裕，吉澤靖之，近

藤康博，谷口博之 特発性肺線維症及びその他の間質性肺炎における肺内無機沈着

物の元素分析 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺

疾患調査研究班 総合研究報告 平成 14 年度〜平成 16 年度 P. 131-138 2005 

11)  
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12) 谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理，加藤景介，有薗信一，渡辺文子，小川智也，

西村浩一 特発性肺線維症患者の健康関連 QOL および運動耐容能に関与する諸指

標の検討，および呼吸リハビリテーションの効果について  厚生労働科学研

究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺疾患調査研究班 総合研究報告 

平成 14 年度〜平成 16 年度 P. 145-151 2005 

13) 谷口博之，西山理，近藤康博，木村智樹，小川智也，渡辺文子，有園進一 COPD 患

者に対する呼吸リハビリテーションの長期効果−健康関連 QOL 改善の維持に関わる

因子の検討− 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）呼吸不全に関

する調査研究 平成 17 年度研究報告書 P. 38-42 2006 

14) 谷口博之，近藤康博, 木村智樹，西山理，加藤景介，片岡健介，渡辺文子，有薗信一，

小川智也 fibroticNSIP に対するステロイドパルス療法およびシクロスポリン＋少

量ステロイド療法の多面的評価 特発性肺線維症の予後改善を目指したサイクロス

ポリン+ステロイド療法ならびに N アセチルシステイン吸入療法に関する臨床研究 

P. 73-79 2007 

15) 谷口博之，西山理, 近藤康博, 木村智樹, 加藤景介, 片岡健介, 渡辺文子, 小川智也, 

有薗信一, 西村浩一 特発性肺線維症の予後因子の解析 厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患克服研究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究班 平成 18 年度研究報

告書ｔ P. 113-118 2007 

16) 谷口博之，近藤康博, 木村智樹, 西山理, 加藤景介, 片岡健介 COPD の急性増悪に

おける急性期 NPPV 施行症例の短期および長期成績に関する研究 呼吸不全に関す

る調査研究 平成 18 年度 総括･分担研究報告書 P. 84-87 2007 

17) 谷口博之，木村智樹, 近藤康博, 西山理, 加藤景介, 片岡健介, 渡邉文子, 小川智也, 

有薗信一 COPD 患者の多面的な予後因子の検討 呼吸不全に関する調査研究 平成

19 年度 研究報告書 P. 40-43 2008 

18) 谷口博之，近藤康博, 木村智樹, 西山理, 加藤景介, 片岡健介, 小川智也, 渡邉文子, 

有薗信一 びまん性肺疾患に関する調査研究班  I.特発性間質性肺炎(2)治療と予後

に関する研究  特発性の fibrosing nonspecific interstitial pneumonia(f-NSIP)の運

動耐容能に関与する諸指標の検討 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研

究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究班 平成 20 年度研究報告書 P. 165-168 

2009 
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19) 福岡順也，田中伴典, 林龍二, 清水重喜, 一門和哉, 近藤康博, 谷口博之 びまん性

肺疾患に関する調査研究班  I.特発性間質性肺炎(1)臨床･病理･画像診断･検査に関す

る研究  バーチャルスライドを使用した肺線維症の病理診断アルゴリズムの開発と

それを使用した組織所見･診断のばらつきの検討と予後因子および治療効果予測因子

の同定 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺疾患に

関する調査研究班 平成 20 年度研究報告書 P. 100-107 2009 

20) 谷口博之，木村智樹, 近藤康博, 西山理, 加藤景介, 片岡健介, 渡辺文子, 小川智也, 

有薗信一 呼吸不全に関する調査研究班  COPD 患者に対するチオトロピウムの効

果に関する多面的検討－運動耐容能を中心に－  呼吸不全に関する調査研究班 平

成 20 年度 研究報告書 P. 198-203 2009 

21) 谷口博之，松田俊明, 木村智樹, 近藤康博, 片岡健介, 多賀収, 小川智也, 渡邉文子, 

有薗信一 呼吸不全に関する調査研究  COPD における運動耐容能の予測因子に関

する研究 呼吸不全に関する調査研究班 平成 21 年度 研究報告書 P. 224-230 

2010 

22) 福岡順也，江頭玲子, 福岡順也, 谷口博之, 近藤康博, 熊谷直子, 折笠秀樹 びまん性

肺疾患に関する調査研究班  A.特発性間質性肺炎  II.臨床像に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 びまん性肺疾患に関する

調査研究班 平成 21 年度研究報告書 P. 207-211 2010 

23) 谷口博之，近藤康博, 木村智樹, 片岡健介, 木村元宏 びまん性肺疾患に関する調査

研究班  A.特発性間質性肺炎  II.臨床像に関する研究  特発性肺線維症における肺

動脈圧の予後に与える意義 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 平成 21 年度研究報告書 P. 195-198 2010 

24) 近藤康博，谷口博之，加藤聡之，鈴木隆二郎，高木健三 亜急性の臨床経過を呈した

間質性肺炎の 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 48th：43-48 1993 

25) 谷口博之，近藤康博，生田順也，横井豊治，鈴木清，野田康信，宮武博之，加藤聡之，

高木健三 原因不明の急性間質性肺炎 急速進行性の経過を呈した間質性肺炎の臨

床病理学的検討 間質性肺疾患研究会討議録 52nd：87-92 1995 

26) 近藤康博，谷口博之，生田順也，後藤邦彦，柳沢聖，河端美則，高木健三 原因不明

の急性間質性肺炎 急性進行性の経過を呈した間質性肺炎に対するステロイドパル

ス療法及び免疫抑制剤療法の試み 間質性肺疾患研究会討議録 52nd：93-99 1995 

27) 近藤康博 組織学的 UIP＋Acute Lung Injury Pattern を呈した症例の臨床病理学的

検討 第 15 回東海びまん性肺疾患研究会特別例会討議録：間質性肺炎の理解をめぐ

って−特発性肺線維症の急性増悪，急性間質性肺炎について− P. 88-95 1995 
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28) 近藤康博 日経メディカルクイズ［胸部 X 線］49 歳男性．主訴：労作時呼吸困難 日

経メディカル 28：95-96 1999 

29) 三河健一郎，谷口博之，近藤康博，山本景三，中川拓 ［症例検討会報告］両側スリ

ガラス影を呈し，急性呼吸器不全に陥った 1 例 Progress in Medicine 20：205-212 

2000 

30) 木村雅広，近藤康博，谷口博之，横井豊治 早期 IPF と思われる 3 症例の検討 間質

性肺疾患研究会討議録 67th：42-50 2002 

31) 鈴木清，水谷宏，近藤康博，横井豊治 ［討議録］BOOP 様所見を呈した特発性肺線

維症の急性増悪の 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 66th：41-47 2002 

32) 近藤康博，谷口博之，西山理，横井豊治 ［討議録］開胸肺生検にて診断した特発性

肺線維症急性増悪の 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 66th：64-70 2002 

33) 近藤康博，谷口博之，西山理，横井豊治 ［討議録］検診発見 11 ヶ月後に急性増悪

に陥った特発性肺線維症の 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 66th：71-76 2002 

34) 近藤康博，谷口博之，西山理，横井豊治 ［討議録］急性間質性肺炎との鑑別が問題

となる特発性肺線維症急性増悪の 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 66th：77-82 

2002 

35) 近藤康博，谷口博之，西山理，横井豊治 ［討議録］特異な画像所見を呈し外科的肺

生検にて特発性肺線維症の急性増悪が疑われた 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 

66th：83-89 2002 

36) 近藤康博，谷口博之，西山理，横井豊治 ［討議録］BALF リンパ球増多を認めた特

発性肺線維症急性増悪の 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 66th：90-95 2002 

37) 阪本考司，谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理 外科的肺生検にて診断した間質

性肺炎の術後早期死亡例の検討 間質性肺疾患研究会討議録 68th：21-25 2003 

38) 阪本考司，谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理 当院での外科的肺生検施行例に

おける KL-6，SP-D−免疫抑制剤治療前後における各種パラメータの関連について−

間質性肺疾患研究会討議録 70th：90-95 2004 

39) 麻生裕紀，谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理 当院での外科的肺生検施行例に

おける KL-6，SP-D の検討−組織学的分類，予後推定における意義− 間質性肺疾患

研究会討議録 70th：115-119 2004 

40) 近藤康博 ［呼吸カンファレンス］過敏性肺炎治療中，結核菌の排菌と発熱の持続を

認めた 1 例 Progress in Medicine 24：209-216 2004 

41) 近藤康博 「Q78：人工呼吸器関連肺炎（VAP：ヴィエーピー）って何ですか？」回

答  ナーシングケア Q&A 1：184-185 2004 

42) 近藤康博 「Q79：人工呼吸器関連肺炎（VAP：ヴィエーピー）は、どう診断するの？」

回答 ナーシングケア Q&A 1：186-187 2004 
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43) 野間聖，谷口博之，近藤康博，木村智樹，西山理 当院における若年性 IPF 症例の検

討  間質性肺疾患研究会討議録 71th：94-100 2005 

44) 西山理，谷口博之，近藤康博，木村智樹 家族性肺線維症の画像および臨床的特徴 

 間質性肺疾患研究会討議録 71th：101-106 2005 

45) 横山俊樹，谷口博之，近藤康博，西山理，加藤景介，野間聖，岩木舞，麻生裕紀，阪

本考司 特発性肺線維症の急性増悪症例に対する NPPV の有用性 間質性肺疾患研

究会討議録 72th：87-92 2005 

46) 加藤景介，谷口博之，近藤康博，大石尚史，鈴木隆二郎，横井豊治，北市正則 皮膚

筋炎に伴う急速進行性間質性肺炎の治療と予後 間質性肺疾患研究会討議録 72th：

43-47 2005 

47) 片岡健介，谷口博之，近藤康博，木村智樹，加藤景介，西山理 ゲフィチニブによ

る急性肺障害症例の検討 間質性肺疾患研究会討議録 72th：26-30 2005 

48) 河野修興，近藤康博，吾妻安良太，津田徹，中島拓 ［座談会］特発性肺線維症：診

断と治療の進歩 間質性肺炎の臨床：間質性肺炎への対応−どういう時，間質性肺炎

を疑い，どういう時，専門医に相談するべきか− 日本内科学会雑誌 94：95-110 

2005 

49) 片岡健介，谷口博之, 近藤康博, 木村智樹, 西山理, 加藤景介 当院における特発性肺

線維症(IPF)の急性増悪症例に対するエンドトキシン吸着療法(PMX-DHP)の検討 

エンドトキシン血症救命治療研究会誌 12：33-34 2008 

50) 片岡健介，谷口博之, 近藤康博, 木村智樹, 西山理, 加藤景介, 北市正則 5. 禁煙に

て改善傾向を認めた非特異性間質性肺炎(NSIP type2)の一例 間質性肺疾患研究会

討議録 77th：30-39 2009 

51) 安保貴子，小野薫, 近藤康博 基礎疾患をもつ患者はココがキケン  全身管理ができ

るナースになろう!第 8 回  慢性閉塞性肺疾患をもつ患者の息切れ(呼吸困難) 整形

外科看護 14：508-513 2009 

52) 片岡健介，谷口博之, 近藤康博, 西村正士 シベレスタット Na 予防投与にもかかわ

らず術後急性増悪をきたした扁平上皮肺癌合併特発性肺線維症の一例 間質性肺疾

患研究会討議録 79th：3-11 2009 

53) 麻生裕紀，片岡健介, 加藤景介, 西山理, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 亜急性に発

症した Discordant UIP+acute lung injury の 1 例 間質性肺疾患研究会討議録 

78th：98-104 2009 

54) 阪本考司，谷口博之, 近藤康博, 片岡健介 急性経過で発症した UIP+DAD の 1 例 

間質性肺疾患研究会討議録 78th：93-97 2009 

55) 松田俊明，谷口博之, 近藤康博, 片岡健介 Discordant UIP+Acute exacerbation の 1

例  間質性肺疾患研究会討議録 78th：88-92 2009 
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56) 村田直彦，片岡健介, 加藤景介, 西山理, 木村智樹, 近藤康博, 谷口博之 BAL でリ

ンパ球増加の見られた organizing DAD の 1 例  間 質 性 肺 疾 患 研 究 会 討 議 録 

78th：9-15 2009 

57) 片岡健介，近藤康博 Quiz 呼吸ケアのための画像診断下の胸部単純 X 線写真,および

胸部高分解能 CT 画像から読み取れる患者の病態は何でしょう? 呼吸器ケア 8：

779-781 2010 

58) 近藤康博 NPPV ステップ･アップ-基礎-実践･看護ポイント  急性期･慢性期におけ

る患者管理の注意点 呼吸器&循環器ケア 10：10-15 2010 

59) 阪本考司，長谷川好規, 阪本考司, 谷口博之, 近藤康博, 小野謙三, 上甲剛, 澄川裕充, 

北市正則 特発性 NSIP における血清 KL-6 測定の意義  間質性肺疾患研究会討議

録 80th：68-73 2010 

60) 木村元宏，谷口博之, 近藤康博, 木村智樹, 片岡健介, 福岡順也, 北市正則 経過中に

蜂巣肺が出現した特発性肺線維症の 3 例 間質性肺疾患研究会討議録 81：39-59 

2010 
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３ 学 会 発 表 

学会発表№ 1  

《学会発表》 (国内・筆頭のみ) 

1) 近藤康博 セミナー IPF の急性増悪例の検討 日本胸部疾患学会東海地方会津 

1993 年 11 月 

2) 近藤康博，谷口博之，谷澤誠，清水信，西山理，伊藤理，若山英雄［シンポジウム］

非侵襲的陽圧換気を施行した高炭酸ガス血症を伴った慢性呼吸不全の急性増悪例の

検討 第 7 回日本呼吸管理学会学術集会 京都 1997 年 7 月 

3) 近藤康博，谷口博之 ［シンポジウム］「人工呼吸中の呼吸機能をめぐる諸問題」急性

呼吸不全の呼吸機能 第 5 回バイオフィジオロジー研究会 京都 1997 年 11 月 

4) 近藤康博，谷口博之，横井豊治，高木健三［シンポジウム］6「膠原病と肺・血管病変」 

1. 膠原病肺の組織学的検討 第 10 回日本アレルギー学会春季臨床大会 名古屋 

1998 年 4 月 

5) 近藤康博，谷口博之 ［シンポジウム］重症急性肺障害（ARDS）の呼吸管理−Open 

Lung Approach における肺機能モニタの活用− 第 20回日本呼吸療法医学会学術総会 

東京 1998 年 7 月 

6) 近藤康博，谷口博之，三河健一郎，長尾能雅［イブニングシンポジウム］9：「非侵襲

的人工呼吸の拡大する適応」 急性呼吸不全に対する NPPV の適応 第 41 回日本呼

吸器学会総会 東京 2001 年 4 月 

7) 近藤康博，谷口博之，横井豊治，高木健三，鈴木隆二郎 ［ワークショップ］2「肺生

検の問題点」 びまん性肺疾患の肺生検の適応と問題点 第 40 回日本呼吸器学会総

会 広島 2000 年 3 月 

8) 近藤康博［教育講演］慢性呼吸不全の急性増悪時および ARDS における NPPV 療法 

第 12 回日本呼吸管理学会学術集会 東京 2002 年 7 月 

9) 近藤康博［ミニシンポジウム］「COPD 内科的治療のすべて」IV. 在宅非侵襲的人工呼

吸療法（NPPV） 第 101 回日本結核病学会東海地方会／第 83 回日本呼吸器学会東

海地方会 名古屋 2003 年 6 月 

10) 近藤康博［講演］間質性肺炎の治療 第 38回日本呼吸器学会中国四国地方会 山口 

2003 年 7 月 

11) 近藤康博，谷口博之，木村智樹，西山理［イブニングシンポジウム］成人喘息の Early 

intervention−吸入ステロイド療法を中心に− 第 53 回日本アレルギー学会 岐阜 

2003 年 10 月 

12) 近藤康博，谷口博之，西山理 ［ワークショップ］NPPV の実際 NPPV のチーム医

療 第 44 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2004 年 3 月 
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13) 近藤康博，谷口博之，木村智樹，西山理，長谷川隆一 ［イブニングシンポジウム］

「NPPV 呼吸管理の最前線−各領域における導入・管理の実際−」COPD の急性増悪

と ARDS/ALI への適応 第 44 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2004 年 3 月 

14) 近藤康博，谷口博之，木村智樹，西山理，加藤景介 臨床現場で実施可能な特発性間

質性肺炎における治療戦略 第 45回日本呼吸器学会学術講演会 千葉 2005年 4月 

15) 近藤康博［シンポジウム］特発性間質性肺炎の理解をめぐって 治療戦略 第 105 回

日本結核病学会東海地方会／第 87 回日本呼吸器学会東海地方会 名古屋 2005 年 5

月 

16) 近藤康博，谷口博之，木村智樹，西山理，加藤景介，岩木舞［シンポジウム：HOT20

年 過去・現在・未来］HOT 適応基準 第 15 回日本呼吸管理学会学術集会 仙台 

2005 年 7 月 

17) 近藤康博，谷口博之 ［イブニングシンポジウム］fibrotic NSIP および ARDS/ALI

における KL-6 および SP-D の意義 第 46 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 

2006 年 6 月 

18) 近藤康博 ［教育講演］呼吸器療法セミナー 第 23回日本医工学治療学会学術大会 

大阪 2007 年 2 月 

19) 近藤康博 ［キーパッドカンファレンス症例出題者］ 第 47回日本呼吸器学会学術

講演会 東京 2007 年 5 月 

20) 近藤康博，片岡健介，谷口博之 呼吸機能障害を認めない特発性肺線維症症例の検討 

第 48 回日本呼吸器学会学術講演会 神戸 2008 年 6 月 

21) 近藤康博 ［講師］呼吸不全患者の評価・運動負荷試験 第 48 回日本呼吸器学会学

術講演会 第 5 回呼吸ケアカンファレンス 神戸 2008 年 6 月 

22) 近藤康博，阪本考司，谷口博之［シンポジウム］「ＲＡ肺合併症」間質性肺炎の治療 

第 20 回日本中部リウマチ学会：日本リウマチ学会中部支部学術集会 静岡 2008 年

9 月 

23) 近藤康博［シンポジウム3］間質性肺炎の呼吸ケア 特発性肺線維症のnatural history

と薬物療法 第 18 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 松山 2008 年

10 月 

24) 近藤康博 ［教育講演］急性期の呼吸管理 第 18 回日本呼吸ケア・リハビリテー

ション学会学術集会 松山 2008 年 10 月 

25) 近藤康博 ［ランチョンセミナー］急性肺障害の診断と治療 第 83 回日本感染症学

会総会・学術講演会 東京 2009 年 4 月 

26) 近藤康博 ［ランチョンセミナー］NPPV 療法と呼吸リハビリテーション 第 19 回

日本呼吸ケア･リハビリテーション学会学術集会 東京 2009 年 10 月 
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27) 近藤康博，谷口博之 ［シンポジウム]急速進行性の間質性肺炎の病態をめぐって 臨

床の立場から 第 49 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2009 年 6 月 

28) 近藤康博 ［シンポジウム］ATS/ERS/JRS 改訂作業報告(臨床) 第 50 回日本呼吸器

学会学術講演会 京都 2010 年 4 月 

29) 近藤康博 ［ワークショップ 4］間質性肺炎－治療とケアの新展開 1．ATS/ERS/JRS

ガイドラインからみた IPF の治療 第 20 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

学術集会 長崎 2010 年 10 月 

30) 近藤康博 シンポジウム慢性肺疾患の多面的評価 間質性肺炎における多面的評価 

第 51 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2011 年 4 月 

31) 近藤康博 特発性肺線維症 ATS/ERS/JRS 新ガイドライン 第 66 回 日本呼吸器学

会 北陸支部合同北陸地方会 新潟 2011 年 6 月 

32) 近藤康博,谷口博之慢性肺疾患の多面的評価 間質性肺炎における多面的評価. 日本呼

吸器学会雑誌(1343-3490)49 巻増刊 Page9(2011.03) 

33) 近藤康博．（シンポジウム） 発性間質性肺炎の新ガイドライン・手引きをめぐって 

日米の比較 臨床診断・予後(急性増悪を含めて)．第 52 回日本呼吸器学会学術集会 神

戸 2012． 

34) 近藤康博、谷口博之、木村智樹、片岡健介、上甲剛、福岡順也．特発性間質性肺炎に

おける UCTD の臨床的意義．第 62 回日本アレルギー学会秋季学術大会 大阪 2012． 

35) 近藤康博．肺移植をいつ考慮するか? 間質性肺炎．第 53 回日本呼吸器学会学術集会 

東京 2013年 4月 

36) 近藤 康博 まる 1 日実践講座「呼吸管理のスタンダードから」 IPF 急性増悪に対す

る人工呼吸管理の進歩 PMX も含め 第 54 回日本呼吸器学会学術講演会 大阪 

2014 年 4 月 

37) 近藤康博，谷口博之、木村智樹、片岡健介、松田俊明、横山俊樹、山野泰彦 間質性

肺炎診断における気管支肺胞洗浄による細胞分画検討の意義 第 37 回日本呼吸器内

視鏡学会学術集会 2014 年 4 月 

38) 近藤 康博，谷口 博之, 木村 智樹, 片岡 健介, 松田 俊明, 横山 俊樹, 杉山 史剛 

当院における入院肺結核患者の死亡リスクの検討 第 89 回日本結核病学会総会 岐

阜 2014 年 5 月 

39) 近藤 康博，谷口 博之, 速井 俊策, 木村 智樹, 片岡 健介, 松田 俊明, 横山 俊樹 

特発性肺線維症における終末期の検討 第 24 回日本呼吸ケア・リハビリテーション

学会学術集会 奈良 2014 年 10 月 

40) 近藤康博．シンポジウム１３ RCT・メガトライアルとリアルワールドの剥離 S13-

1.特発性肺線維症．第 56 回 日本呼吸器学会学術講演会 京都 2016． 
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41) 近藤康博．会長特別企画 Pro&Con Session1 IPF 治療に副腎皮質ステロイド薬、

免疫抑制剤は使うか？ Con の立場から．第 56 回 日本呼吸器学会学術講演会 京

都 2016． 

42) 近藤康博，谷口博之、片岡健介、杉野圭史、高橋弘毅、本間栄．特発性肺線維症に対

する診療実態全国調査．第 56 回 日本呼吸器学会学術講演会 京都 2016． 

43) 近藤康博．ASV と NPPV「非侵襲的呼吸管理の主役か」．第 26 回日本呼吸器ケア・

リハビリテーション学会学術大会 横浜 2016． 

44) 近藤康博．特発性間質性肺炎の診療の現状と将来展望 特発性肺線維症の急性増悪 

新たな定義と治療．第 57 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2017. 

45) 近藤康博．喘息大発作の特徴と対処法．第 66 回日本アレルギー学会学術大会 東京 

2017． 

46) 近藤康博．ランチョンセミナー10 抗線維化療法をベースとした特発性肺線維症

（IPF）の包括的治療戦略．第 27 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 

仙台 2017. 

47) 近藤康博．新規臨床試験から考える特発性肺線維症の診断と治療方針．第 36 回日本

画像医学会 東京 2017. 

48) 近藤康博．呼吸器疾患に伴う肺高血圧治療 呼吸リハビリテーションの重要性．第 28

回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 幕張 2018. 

49) 近藤康博．慢性呼吸不全の緩和ケアに関する特別セッション-循環器疾患から呼吸器

疾患へ- 間質性肺炎における緩和ケア．第 28 回日本呼吸ケア・リハビリテーション

学会学術集会 幕張 2018. 

50) 近藤康博．急性期に NPPV を用いた weaning process について．第 40 回日本呼吸療

法医学会学術集会 東京 2018. 

51) 近藤康博．PAH 症例ワークショップ テーマ３：呼吸器疾患を合併する肺動脈性肺

高血圧症．第 3 回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会 豊中 2018． 

52) 近藤康博, 桑名正隆．膠原病に伴う間質性肺疾患-診断と治療の手引き オーバービュ

ー．第 63 回日本リウマチ学会総会・学術集会 京都 2019． 

53) 近藤康博, コルブ・マーチン , マルチネス・フェルナンド．INSTAGE 試験 IPF 患

者でのニンテダニブとシルデナフィルの併用．第 59 回日本呼吸器学会学術講演会 

東京 2019． 

54) 近藤康博．間質性肺炎・肺線維症 こんな時どうする? エビデンスから実臨床まで

の勘所．第 59 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2019． 

55) 近藤康博．特発性肺線維症:国際ガイドライン改定と臨床的課題 進行性線維化を伴

う間質性肺疾患．第 59 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2019． 
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56) 近藤康博, 小倉高志, 井上義一, 本間栄, 吾妻安良太, 池田利恵, 落合香, 杉山幸比古, 

貫和敏博．特発性肺線維症患者に対するオフェブカプセル特定使用成績調査(全例調

査) 中間報告(第 3 報)．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会 名古屋(web) 2020． 

57) 近藤康博．呼吸器科医の視点からの強皮症に伴う間質性肺疾患診療．第 60 回日本呼

吸器学会学術講演会 名古屋(web) 2020． 

58) 近藤康博．間質性肺疾患の進行性線維化性フェノタイプをめぐって 進行性線維化性

フェノタイプの治療．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会 名古屋(web) 2020． 

59) 近藤康博．間質性肺疾患 概念の歴史と変遷．第 30 回日本呼吸ケア・リハビリテー

ション学会学術集会 京都 2021． 

60) 近藤康博, Jouneau S., Lescoat A., Crestani B., Riemekasten G., Smith V., Patel 

N.M., Huggins J.T., Stock C., Gahlemann M., Alves M., Denton C.P.SSc-ILD 患者

のベースライン BMI 別ニンテダニブの有効性と安全性 SENSCIS サブグループ解

析．第 61 回日本呼吸器学会学術集会 東京 2021． 

61) 近藤康博．膠原病に伴う間質性肺疾患診療のポイント 呼吸器内科医の視点から．第

65 回日本リウマチ学会総会・学術集会 web2021． 

62) 近藤康博．間質性肺疾患 Up to date．第 65 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

web2021． 

63) 近藤康博．FITNESS 研究 ニンテダニブ治療中の特発性肺線維症に対する呼吸リハ

ビリテーションの長期効果の検討．第 31 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

学術集会 高松 2021． 

64) 近藤康博, Kreuter M., Highland K.B., Nunes H., Wuyts W.A., Smith V., Alves M., 

Moros L., Erhardt E., Ryerson C.J.．GAP ステージ、ILD-GAP index 別 SSc-ILD 患

者でのニンテダニブの FVC への効果(アンコール演題)．第 62 回日本呼吸器学会学術

講演会 東京 2022． 

65) 近藤康博, 須田隆文, 本郷良泳, 吉田真奈美, 廣居伸蔵, 岩崎宏介, 武島智美, 本間栄．

日本における特発性肺線維症に対する早期の抗線維化薬治療の有効性の検討 デー

タベース研究．第 62 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2022． 

66) 近藤康博．特発性間質性肺炎 診断と治療の手引き改訂第 4 版 改訂のポイント<治

療パート>．第 62 回日本呼吸器学会学術講演会 東京 2022． 

67) 近藤康博．間質性肺疾患における非薬物療法 現状と課題．第 62 回日本呼吸器学会

学術講演会 東京 2022． 

68) 近藤康博．臨床研究から英語論文執筆へのポイント．第 62 回日本呼吸器学会学術講

演会 東京 2022． 

69) 近藤康博．間質性肺疾患 Up to date．第 66 回日本リウマチ学会総会・学術集会 横

浜 2022． 
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70) 近藤康博．呼吸器疾患のセルフマネジメント支援マニュアル 2022 セルフマネジメ

ント支援 病態の理解,薬物療法と栄養療法．第 32 回日本呼吸ケア・リハビリテーシ

ョン学会学術集会 千葉 2022． 

71) 近藤康博, Maher T.M., Bourdin A., Volkmann E.R., Vettori S., Distler J., Alves M., 

Stock C., Distler O. SSc-ILD 患者の肺有効年齢 SENSCIS 試験(アンコール演題) ．

第 63 回 日本呼吸器学会学術講演会 東京 2023. 

72) 近藤康博．びまん性肺疾患に対する MDD の重要性と治療アプローチ．第 63 回 日本

呼吸器学会学術講演会 東京 2023. 

73) 近藤康博．肺移植における呼吸器内科医の役割 移植実施施設以外の呼吸器内科医の

肺移植への関わり．第 63 回 日本呼吸器学会学術講演会 東京 2023. 

74) 近藤康博．慢性線維化性間質性肺疾患(ILDs)の診断と治療のフロントライン 進行性

線維化の基準について．第 63 回 日本呼吸器学会学術講演会 東京 2023. 

75) 近藤康博．PF-ILD up to date CTD-ILD を中心に．第 67 回日本リウマチ学会総会・

学術集会 福岡 2023. 

76) 近藤康博．チーム医療による呼吸療法への取り組み．第 45 回日本呼吸療法医学会学

術集会 名古屋 2023. 

77) Yasuhiro Kondoh, Tomohiro Ito, Kumiko Saito, Haikun Bao, Watoru Sakamoto. 

Incidence probability of progression to PF-ILDs in patients with fibrosing ILDs 

other than IPF in Japan 第 43 回日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会総会 浜

松 2023 

 

《学会発表》（国際） 

1) Kondoh Y，H. Taniguchi, F. Taki,  K. Yamaki, R. Suzuki, K. Takagi, T. Satake 

Emphysematous Change in Cronic Asthma in Relation to Cigarette Smoking-

Assessment by Computed Tomography-  XIV  International Congress of 

Allergology and Clinical Immunology Kyoto 1991 年 10 月 

2) Kondoh Y，Hiroyuki TANIGUCHI, Yoshinori KAWABATA, Toyoharu YOKOI, 

Kiyoshi SUZUKI, Kenzo TAKAGI. Acute Exacerbation of Idiopathic Pulmonary 

Fibrosis - Analysis of Clinical and Pathological Findings -  5th  European 

Respiratory Society Meeting Barcelona, Spain 1995 年 9 月 

3) Nishiyama O，Hiroyuki T, Kondoh Y, Nishimura K, Yamaki K. The effectiveness 

of visual analog scale 8 in measuring health Status for COPD patients. Pan-Pacific 

Conference of ISOQOL (the International Society for Quality of Life Research) 東

京 2001 年 4 月 
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4) Kataoka K，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Nishiyama O, Hasegawa Y, Kume 

H, Suzuki R and Shimokata K. Interstitial pneumonia associated with Gefitinib. 

American Thoracic Society 2004 International Conference Orland, FL 2004 年 5 月 

5) Nishiyama O，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Kume H, Suzuki R and 

Shimokata K. Comparison of the effects of tulobuterol patch and salmeterol in 

patients with moderate persistent asthma. American Thoracic Society 2004 

International Conference Orland, FL 2004 年 5 月 

6) Taga S，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Nishiyama O, Kataoka K, Kume H, 

Hasegawa Y and Shimokata K. The effects of noninvasive positive pressure 

ventilation for acute exacerbation of chronic obstructive pulmonary disease in 

general hospital in Japan. American Thoracic Society 2004 International 

Conference Orland, FL 2004 年 5 月 

7) Kimura T，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Nishiyama O, Suzuki R, Kume H, 

Hasegawa Y and Shimokata K. Impact of histopathologic classification in rapidly 

progressive interstitial pneumonia. American Thoracic Society 2004 

International Conference Orland, FL 2004 年 5 月 

8) Kataoka K，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Nishiyama O, Hasegawa Y, Kume 

H, Suzuki R and Shimokata K. Impact of the extent of honeycombing in high-

resolution CT on exercise capacity and health-related quality of life in patients 

with idiopathic pulmonary fibrosis. American Thoracic Society 2004 

International Conference Orland, FL 2004 年 5 月 

9) Kimura T，Taniguchi H, Kondoh Y, Nishiyama O, Yokoyama T, Suzuki S and 

Ishihara M The emphysema score by CT scans is an independent predictor for 

exercise capacity and health-related quality of life in patients with chronic 

obstructive pulmonary disease. American Thoracic Society 2004 International 

Conference Orland, FL 2004 年 5 月 

10) Nishiyama O，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Ogawa T, Watanabe F and 

Arizono S Pulmonary rehabilitation in idiopathic pulmonary fibrosis. American 

Thoracic Society 2004 International Conference Orland, FL 2004 年 5 月 

11) Suzuki R，Taniguchi H, Kondoh Y, Shindoh J, Matsumoto S, Hiramatsu T, Gonda 

H, Baba K, Hasegawa Y and Shimokata K. A phase II of concurrent 

radiochemotherapy with carboplatin (CBDCA) and weekly docetaxel (TXT) in 

locally advanced non-small cell lung cancer (NSCLC). 2004 ASCO (American 

Society of Clinical Oncology) Annual Meeting New Orleans, LA 2004 年 6 月 
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12) Nishiyama O，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura K, Kato Y, Tanikawa Y, Aoyama M, 

Suzuki R, Shimokata K. Meloxicam, a selective cyclooxygenase-2 (COX-2) inhibitor, 

enhances the response to carboplatin and weekly paclitaxel in advanced non-small 

cell lung cancer (NSCLC). American Society of Clinical Oncology 41st Annual 

Meeting Orlando, Florida 2005 年 5 月 

13) Hasegawa R ， Kondoh Y, Taniguchi H, Kimura T, Nishiyama O, Katoh K. 

Noninvasive Positive Pressure Ventilation (NPPV) in Patients with ALI/ARDS -

Analysis of the Factor Related to Success and Failure of NPPV. American Thoracic 

Society 2005 International Conference  San Diego, CA 2005 年 5 月 

14) Nishiyama O，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Katoh K. Relationship between 

Dyspnea and Desaturation during Functional Exercise in IPF - In Comparison 

with COPD. American Thoracic Society 2005 International Conference San Diego, 

CA 2005 年 5 月 

15) Sakamoto K，Katoh K, Nishiyama O, Kimura T, Kondoh Y, Taniguchi H, Shimokita 

K. Interstitial Lung Disease in Collagen Vascular Diseases - Pathological Diffuse 

Alveolar Damage as an Independent Prognostic Factor. American Thoracic Society 

2005 International Conference San Diego, CA 2005 年 5 月 

16) Kato K，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Nishiyama O, Oishi T, Suzuki R, 

Shimokata K. Clinical Differences between Acute Interstitial Pneumonia and 

Collagen Vascular Disease-Related Diffuse Alveolar Damage. American Thoracic 

Society 2005 International Conference San Diego, CA 2005 年 5 月 

17) Kato K，Taniguchi H, Kondoh Y, Kimura T, Nishiyama O, Shindo Y. Application 

of ATS Guidelines (2001) for the Management of Adults with Community-Acquired 

Pneumonia in Japan. American Thoracic Society 2005 International Conference 

San Diego, CA 2005 年 5 月 

18) Taniguchi H，Kondo Y, Kimura T, Nishiyama O, Kato K, Hasegawa R, Kawase  

［English Session］「Acute Care of Exacerbation of COPD: New Approach」

Management of Acute of Exacerbation of Chronic Obstructive Disease The 13th 

Congress of Asia Pacific Association for Respiratory Care 横浜 2005 年 9 月 

19) Taniguchi H，Kondo Y, Kimura T, Nishiyama O, Kato K, Hasegawa R, Kawase M

［English Session］「NPPV：Acute and Chronic Respiratory Failure」The Effecacy 

of Noninvasive Positive Pressure Vemtilation (NPPV) in Patients with Acute 

Respiratory Distress Syndrome (ARDS) and Acute Lung Injury (ALI). The 13th 

Congress of Asia Pacific Association for Respiratory Care 横浜 2005 年 9 月 
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20) Yokoyama T，Taniguchi H, Kondo Y, Kimura T, Nishiyama O, Kato K, Hasegawa.

［Poster Session］Non invasive Positive Pressure Ventilation in Patients with 

Rapidly Progressive Interstitial Pneumonia. The 13th Congress of Asia Pacific 

Association for Respiratory Care 横浜 2005 年 9 月 
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本ｻﾙｺｲﾄﾞ-ｼｽ/肉芽腫性疾患学会中部支部会 名古屋 2016 

 

近藤康博 

第 7 回日本呼吸ケア･リハビリテーション学会東海支部学術集会 名古屋(web)2021． 

 

近藤康博 

第 45 回日本呼吸療法医学会学術集会会長 名古屋 2023. 
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近藤康博 

第 34 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会会長 名古屋 2024. 

 

 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

平成 29 年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 

研究協力者：近藤康博 

 

平成 29 年度日本医療研究開発機構(難治性疾患実用化研究事業） 

特発性間質性肺炎の診断精度向上とエビデンス創出のためのクラウド型統合データベース

とインタラクティブ診断システムの開発に関する研究班 

研究協力者：近藤康博、片岡健介 

 

平成 29 年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

平成 29 年厚生労働科学研究費補助金 

地域医療基盤開発推進研究事業 

「有効性と安全性を維持した在宅呼吸管理の対面診療間隔決定と機器使用の 

アドヒランスの向上を目指す検討」に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 

研究協力者：近藤康博 
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平成 30 年度日本医療研究開発機構(難治性疾患実用化研究事業） 

特発性間質性肺炎の診断精度向上とエビデンス創出のためのクラウド型統合データベース

とインタラクティブ診断システムの開発に関する研究班 

研究協力者：近藤康博、片岡健介 

 

平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

令和元年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

令和元年度日本医療研究開発機構(難治性疾患実用化研究事業） 

特発性間質性肺炎の診断精度向上とエビデンス創出のためのクラウド型統合データベース

とインタラクティブ診断システムの開発に関する研究班 

研究分担者：近藤康博、研究協力者：片岡健介 

 

令和元年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

令和二年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 
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令和二年度日本医療研究開発機構(難治性疾患実用化研究事業） 

特発性間質性肺炎の診断精度向上とエビデンス創出のためのクラウド型統合データベース

とインタラクティブ診断システムの開発に関する研究班 

研究分担者：近藤康博、研究協力者：片岡健介 

 

令和二年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

令和三年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

令和三年度日本医療研究開発機構(難治性疾患実用化研究事業） 

特発性間質性肺炎の診断精度向上とエビデンス創出のためのクラウド型統合データベース

とインタラクティブ診断システムの開発に関する研究班 

研究分担者：近藤康博、研究協力者：片岡健介 

 

令和三年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

令和四年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 
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令和四年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

令和六年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

びまん性肺疾患に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 

 

令和六年度厚生労働科学研究費補助金 

難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業） 

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究班 

研究分担者：近藤康博 


